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アドミッション・ポリシー

1．東京農工大学アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）

●前文
　東京農工大学は、東京武蔵野に位置し、その歴史は、1874年に設置された内務省農事修学場および蚕業試験掛をそれぞれ農学部、
工学部の創基とし、1949年に大学として設置され、前身校を含め長きに亘る歴史と伝統を有する大学です。この建学の経緯から、人
類社会の基幹となる農業と工業を支える農学と工学の二つの学問領域を中心として、幅広い関連分野をも包含した全国でも類を見な
い特徴ある科学技術系大学として発展してきました。
　20世紀の社会と科学技術が顕在化させた「持続発展可能な社会の実現」に向けた課題を正面から受け止め、農学、工学およびその
融合領域における自由な発想に基づく教育研究を通して、世界の平和と社会や自然環境と調和した科学技術の進展に貢献するととも
に、課題解決とその実現を担う人材の育成と知の創造に邁進することを基本理念としています。この基本理念を「使命志向型教育研
究－美しい地球持続のための全学的努力」（MORE SENSE：Mission Oriented Research and Education giving Synergy in 
Endeavors toward a Sustainable Earth）と標榜し、自らの存在と役割を明示して、21世紀の人類が直面している課題の解決に真摯
に取り組んでいます。

●学士課程
　東京農工大学は、学士課程において、学生の自主的・自律的な学習活動を尊重し、科学技術系の大学に相応しい学識、知の開拓能力、
課題探求能力、問題解決能力を兼ね備えた人材の育成を行っています。
　大学の理念と農工両学部の教育目的に応じて、入学者選抜試験における教科・科目を設定し、明確な目的を持った人の入学を求め
ています。特に、自然や科学技術に関心を持ち、意欲と主体性を持って勉学に励む人を、国内外から広く受け入れます。
　農学部では、農学、生命科学、環境科学、獣医学分野の諸問題の解決と持続発展可能な社会の形成に資するため、広く知識を授け
るとともに基礎的専門知識を授け、豊かな教養、高い倫理観と国際感覚を具備し、共生社会を構築して人類社会に貢献できうる、先
駆的で人間性豊かな人材を育成することを目的としています。
　工学部では、工学分野の科学技術に関する基礎及び専門知識・技術を授け、大自然に対する真理の探究心と解決すべき諸問題の本
質を見抜く能力を育成します。また、持続可能な社会の実現に生かすことのできる幅広い教養と専門知識を有し、人類社会に貢献で
きうる、先駆的で人間性豊かな人材を育成することを目的としています。
　この目的を達成するため、以下のアドミッション・ポリシーを定めて学士を養成し広く社会に貢献します。

2．農学部のアドミッション・ポリシー

●農学部（学士課程）
　農学部は、それぞれの分野に共通する基礎的科目を系統的に教育するとともに、学科の特質に応じた、専門教育を実施することに
より、広い視野と専門知識を持った多様な優れた人材を養成することを目的とする。各学科が対象とする様々な課題に果敢に挑戦す
る意欲を持ち、それぞれの専門教育で求められる基礎的な学力を有する、次の者を求める。
１．地域社会や国際社会における食料・生命・資源・環境に関する様々な問題に関心を持ち、身に付けた知識をこれらの解決に役立
てたいという意欲を持つ者。

２．人類が直面している諸課題に対し、多面的に考察し、自分の考えをまとめることができ、日本語で他者にわかりやすく表現でき
る者。

３．高等学校で履修した主要教科・科目について、教科書レベルの基礎的な知識を有し、課題を解くことができ、理数系科目や英語
科目について、実践的・体験的学習から得られた知識・知見・技術を有している者。

3．工学部のアドミッション・ポリシー

●工学部（学士課程）
　工学部は、工学分野の科学技術に関する基礎的科目を系統的に教育するとともに、学科の特質に応じた、専門教育を実施すること
により、広い視野と専門知識を持った多様な優れた人材を養成することを目的とする。各学科が対象とする様々な課題に果敢に挑戦
する意欲を持ち、それぞれの専門教育で求められている基礎的な学力を有する、次の人材を求める。
１．大自然の真理に対する探求心とモノ作りマインドを持ち、工学分野の科学技術に関心があり、身に付けた知識を持続可能な社会
の実現に役立てたいという意欲を持つ者。

２．人類が直面している諸課題に対し、多面的に考察し、自分の考えをまとめることができ、日本語で他者にわかりやすく表現でき
る者。

３．高等学校で履修した主要教科・科目について、教科書レベルの基礎的な知識を有し、課題を解くことができ、理数系科目や英語
科目について、実践的・体験的学習から得られた知識・知見・技術を有している者。
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平成29年度入試の種類について

入試
区分 選抜区分 実施学部 センター

試　　験
入試概要等

（詳細は必ず、募集要項を確認ください）
※掲　載
ページ

一
般
入
試

前 期 日 程

農学部
工学部 課す

前期日程（2月25日）と後期日程（3月12日）に分けて個
別学力検査を実施します。一般入試に出願するには、大
学入試センター試験で本学が指定する教科・科目を全て
受験する必要があります。
なお、国公立大学の前期日程に合格し入学手続を完了し
た者は、後期日程を受験しても合格者となりません。

6・ 7

後 期 日 程 6・ 7

特

別

入

試

ゼ ミ ナ ー ル 入 試
（ Ａ Ｏ 入 試 ）

農学部
（環境資源科学科） 課す

ゼミナール方式の集中講義および実験教室を通じて、一
般入試では判定することが難しい専門分野への適性、意
欲、目的意識、コミュニケーション能力、基礎学力など
を総合的に評価するＡＯ入試を実施します。

8・ 9

Ｓ Ａ Ｉ Ｌ 入 試
（ Ａ Ｏ 入 試 ）

工学部
（物理システム工学科、

情報工学科）
課さない

特別な活動成果を持つ者の中から、活動成果のレポート
や面接などの成績、さらに調査書等の内容を主な資料と
して総合的に評価するＡＯ入試を実施します。

8・ 9

推 薦 入 試 Ⅱ
（ 農 学 部 ） 農学部 課す 大学入試センター試験の成績、推薦書、志望理由書およ

び調査書で総合評価する推薦入試を実施します。 8・ 9

推 薦 入 試 Ⅱ
（ 工 学 部 ）

工学部
（物理システム工学科と
情報工学科を除く）

課す
大学入試センター試験、小論文、面接などの成績と調査書、
推薦書および志望理由書の内容などを主な資料として総
合評価する推薦入試を実施します。

10・11

帰 国 子 女
農学部

（共同獣医学科を除く）
工学部

課さない
日本国籍を有する者または日本国の永住許可を得ている
者で、保護者の海外勤務等の事情により海外に在住し、
外国の学校教育を受けた者を対象に入試を実施します。

10・11

社 会 人 農学部
（共同獣医学科を除く） 課さない

社会人としての実践的な経験を通じて、勉学に強い意欲
を持った者に高等教育を受ける機会を目的とした入試を
実施します。

10・11

私費外国人留学生 農学部
工学部 課さない

日本国籍を有しない者で、外国において学校教育におけ
る12年の課程を修了した者等で、独立行政法人日本学生
支援機構が実施する日本留学試験および本学指定の英語
検定試験を受験または指定の基準を満たしている者を対
象に入試を実施します。

10・11

※掲載ページは、平成28年度入学試験結果の概要です。

◎学部1年次入学試験
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平成29年度入学試験日程

日　程
選　抜

募集要項
配布時期 出願期間 試験期日 合格発表 入学手続期限

一
般
入
試

前 期 日 程

10月下旬
平成29年 1月23日（月）

～

平成29年 2月 1日（水）

2月25日（土） 3月 6日（月） 3月15日（水）

後 期 日 程 3月12日（日） 3月21日（火） 3月27日（月）

特

別

入

試

ゼ ミ ナ ー ル 入 試
（ Ａ Ｏ 入 試 ）

7月中旬

平成28年10月14日（金）

～

平成28年10月20日（木）
（但し第1回ゼミナール受付期間 9/14～21）

第一次選考　　　　
10月 8日（土）

第一次選考結果通知
11月11日（金）

第二次選考　　　　
11月26日（土）

第二次選考結果通知
12月16日（金）

2月 8日（水） 2月15日（水）

Ｓ Ａ Ｉ Ｌ 入 試
（ Ａ Ｏ 入 試 ）

平成28年 9月 1日（木）

～

平成28年 9月 7日（水）

書類選考結果通知
9月15日（木）

最終選考　　　　
10月 2日（日）

10月11日（火） 12月22日（木）

推 薦 入 試 Ⅱ
（ 農 学 部 ）

8 月下旬

平成29年 1月13日（金）

～

平成29年 1月19日（木）
2月 8日（水） 2月15日（水）

推 薦 入 試 Ⅱ
（ 工 学 部 ）

平成28年11月 1日（火）

～

平成28年11月 7日（月）

第一次選考結果通知
11月16日（水）

第二次選考　　　　
12月 3日（土）

第二次選考結果通知
12月 9日（金）

2月 8日（水） 2月15日（水）

帰 国 子 女
（ 農 学 部 ）

平成29年 1月13日（金）

～

平成29年 1月19日（木）

2月25日（土）

～

2 月26日（日）
3月 6日（月） 3月15日（水）

帰 国 子 女
（ 工 学 部 ）

平成28年11月 3日（木）

～

平成28年11月 7日（月）
12月 3日（土） 12月13日（火） 2月15日（水）

社 会 人
平成29年 1月13日（金）

～

平成29年 1月19日（木）

2月25日（土）

～

2 月26日（日）
3月 6日（月） 3月15日（水）

私費外国人留学生
平成29年 1月23日（月）

～

平成29年 2月 1日（水）

2月25日（土）

～

2 月26日（日）
3月 6日（月） 3月15日（水）

※本表に記載の日程は予定ですので、必ず平成29年度の一般入試学生募集要項、特別入試学生募集要項およびAO入試学生募集要項で確認し
てください。

学部1年次入学試験



3

一般入試
前期日程・後期日程

大学入試センター試験
試験日　1月14日㈯、15日㈰

出願期間
11月3日㈭～7日㈪

合格発表
2月8日㈬

出願期間
1月13日㈮～　
　　　19日㈭

特別入試
私費外国人留学生

出願期間
1月23日㈪～2月1日㈬

前期日程 後期日程

試験日
2月25日㈯

合格発表
3月6日㈪

入学手続期限
3月15日㈬

試験日
3月12日㈰

合格発表
3月21日㈫

入学手続期限
3月27日㈪

私費外国人留学生
試験日　2月25日㈯
　　　　2月26日㈰

合格発表
3月6日㈪

入学手続期限
3月15日㈬

入学手続期限
2月15日㈬

特別入試
推薦入試Ⅱ【農学部】

ＡＯ入試
ゼミナール入試

ＡＯ入試
ＳＡＩＬ入試

ゼミナール申込受付
9月14日㈬　
　　　～21日㈬

出願期間
9月1日㈭　　
　～7日㈬

第1回ゼミナール
10月8日㈯

第一次選考

第二次選考

第一次選考結果通知
9月15日㈭

出願期間
10月14日㈮　
　　～20日㈭

第二次選考
10月2日㈰

第一次選考結果通知
11月11日㈮

第二次選考合格発表
10月11日㈫

第2回ゼミナールと
面接

11月26日㈯

第二次選考結果通知
12月16日㈮

入学手続期限
12月22日㈭

試験日
12月3日㈯

合格発表
12月13日㈫

入学手続期限
2月15日㈬

・ＡＯ入試学生募集要項　　　平成28年07月中旬
・特別入試学生募集要項　　　平成28年08月下旬
・一般入試学生募集要項　　　平成28年10月下旬

学生募集要項の発表・配付時期

出願期間
11月1日㈫～7日㈪

第一次選考結果通知
11月16日㈬

第二次選考
12月3日㈯

第二次選考合格発表
12月9日㈮

特別入試
推薦入試Ⅱ【工学部】

出願期間
1月13日㈮　
　　～19日㈭

試験日
2月25日㈯
2月26日㈰

合格発表
3月6日㈪

入学手続期限
3月15日㈬

特別入試
帰国子女・社会人

【農学部】

特別入試
帰国子女【工学部】

※本表に記載の日程は予定ですので、必ず平成26年度の一般入試学生募集要項、特別入試学生募集要項およびＡＯ入試学生募集要項で
確認してください。
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平成28年度入学試験結果の概要

❶ 入学定員および募集人員

選　抜　の　区　分
一　般　入　試 特　　別　　入　　試

前期 後期 ゼミナール入試
（AO入試）

SAIL入試
（AO入試）

推薦入試Ⅱ
（農学部）

推薦入試Ⅱ
（工学部）

帰国子女
（農学部）

帰国子女
（工学部） 社会人 私費外国人

留学生

出　願　期　間 1月25日～ 2月3日 10月16日～
10月22日

8月28日～
9月3日

1月15日～
1月21日

11月1日～
11月6日

1月15日～
1月21日

11月1日～
11月5日

1月15日～
1月21日

1月25日～
2月3日

選　抜　期　日 2月25日 3月12日 10月10日・ 11月21日 9月23日 12月5日 2月25日・26日 11月24日 
2月25日・

26日
2月25日・

26日

学
部 学　科　名 入学

定員 募　集　人　員

農　
　

学　
　

部

生 物 生 産 学 科 57人 38人 13人
募集　
しない

募集　
しない

6人 若干名 若干名 若干名

応 用 生 物 科 学 科 71人 47人 16人 8人 若干名 若干名 若干名

環 境 資 源 科 学 科 61人 40人 12人 3人 6人 若干名 若干名 若干名

地域生態システム学科 76人 53人 15人
募集　
しない

8人 若干名 若干名 若干名

共 同 獣 医 学 科 35人 25人 6人 4人 募集　
しない

募集　
しない 若干名

学 部 計 300人 203人 62人 3人 32人

工　
　

学　
　

部

生 命 工 学 科 77人 48人 24人

募集　
しない

募集　
しない

5人 若干名

募集　
しない

若干名

応 用 分 子 化 学 科 46人 28人 14人 4人 若干名 若干名

有 機 材 料 化 学 科 41人 28人 11人 2人 若干名 若干名

化学システム工学科 35人 20人 12人 3人 若干名 若干名

機械システム工学科 116人 77人 34人 5人 若干名 若干名

物理システム工学科 56人 33人 18人 5人 募集　
しない 若干名 若干名

電 気 電 子 工 学 科 88人 56人 26人 募集　
しない 6人 若干名 若干名

情 報 工 学 科 62人 36人 21人 5人 募集　
しない 若干名 若干名

学 部 計 521人 326人 160人 10人 25人

合　　計 821人 529人 222人 3人 10人 32人 25人

備考　① 前期日程の募集人員には、帰国子女、社会人および私費外国人留学生入試の若干名を含みます。
　　　② ゼミナール入試、SAIL入試および推薦入試Ⅱの合格者数が募集人員に満たなかった場合は、その欠員分は前期日程の募集

人員に加えます。
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平成28年度入学試験結果の概要

❷ 試験科目・配点・時間等
　 （一般入試）

学部
大　学　入　試　セ　ン　タ　ー　試　験

教　　科 科　　　目 配　　点

農　
　

学　
　

部

全学科5教科7科目

国　　　語＊ 国語 200

地理歴史と公民＊ 世A、世B、日A、日B、地理A、地理B、現社、倫、政経、
倫・政経から1科目 100

数　　　学＊ 数Ⅰ・数Aと「数Ⅱ・数B、工、簿、情報から1科目」計2科目 200

外　国　語＊ 英（リスニングを含む。）、独、仏、中、韓から1科目 200

理　　　科＊

200

工　
　
　
　
　
　

学　
　
　
　
　
　

部

全学科5教科7科目

国　　　語＊ 国語 前期200　後期100

地理歴史と公民＊ 世A、世B、日A、日B、地理A、地理B、現社、倫、政経、
倫・政経から1科目 前期100　後期  50

数　　　学＊ 数Ⅰ・数Aと「数Ⅱ・数B、工、簿、情報から1科目」計2科目 200

外　国　語＊ 英（リスニングを含む。）、独、仏、中、韓から1科目 前期200　後期100

理　　　科＊

200

＊　「地理歴史と公民」で2科目を受験した場合は、第1解答科目の得点を採用します。
＊　「外国語」において「英語」を選択した場合は、筆記試験を160点、リスニングを40点とします。
＊　工学部の後期日程では、「国語」は100点満点に、「地理歴史と公民」は50点満点に、「外国語」は100点満点に換算し、「英語」を選択
　　した場合は、筆記試験を80点、リスニングを20点とします。

学　　科 科　　目

生 命 工 学 科 物理、化学、生物から2科目

応 用 分 子 化 学 科

物理、化学の2科目有 機 材 料 化 学 科

化学システム工学科

機械システム工学科 物理と「化学、生物、地学から1科目」計2科目

物理システム工学科 物理、化学、生物、地学から2科目

電 気 電 子 工 学 科
物理と「化学、生物、地学から1科目」計2科目

情 報 工 学 科

学　　科 科　　目

生 物 生 産 学 科

物理、化学、生物、地学から2科目
応 用 生 物 科 学 科

環 境 資 源 科 学 科

地域生態システム学科

共 同 獣 医 学 科 物理、化学、生物から2科目
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日程
個　別　学　力　検　査

総　合　計　点
教　　科 科　　　目 時間 配点

前
期
日
程

理　　　　科 物理、化学、生物から2科目 160分 300（各150）

1,600外　  国　  語
（英語）

コミュニケーション英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ
英語表現Ⅰ、Ⅱ 60分 200

数　　　　学 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学A、数学B 120分 200

後
期
日
程

外　  国　  語
（英語）

コミュニケーション英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ
英語表現Ⅰ、Ⅱ 100分 400 1,300

前　
　

期　
　

日　
　

程

理　　　　科

160分 250
（各125）

1,450

外国語（英語） コミュニケーション英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、英語表現Ⅰ、Ⅱ 60分 100
数　　　　学 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学A、数学B 120分 200

後　
　

期　
　

日　
　

程

外国語（英語） コミュニケーション英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、英語表現Ⅰ、Ⅱ 100分 200

1,300

理　　　　科

120分 300

数　　　　学 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学A、数学B 60分 150

学　　科 科　　　目
生 命 工 学 科 物理、化学、生物から2科目
応 用 分 子 化 学 科

物理、化学から2科目有 機 材 料 化 学 科
化学システム工学科
機械システム工学科

物理と「化学、生物から1科目」
計2科目

物理システム工学科
電 気 電 子 工 学 科
情 報 工 学 科

学　　科 科　　　目
生 命 工 学 科

物理、化学から1科目
応 用 分 子 化 学 科
有 機 材 料 化 学 科
化学システム工学科
機械システム工学科

物理を指定
物理システム工学科
電 気 電 子 工 学 科
情 報 工 学 科
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（特別入試）
■ ゼミナール入試
学部 学　　科 出　願　資　格　・　要　件　等

農　
　

学　
　

部

環 境 資 源 科 学 科

（1）次のいずれかに該当する者
　① 高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）または中等教育学校を平成26年4月以降に卒業した

者および平成28年3月までに卒業見込みの者
　② 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程または相当する課程を有するものとして認定また

は指定した在外教育施設の当該課程を平成26年4月以降に修了した者および平成28年3月まで
に修了見込みの者

（2）東京農工大学環境資源科学科が実施する第1回ゼミナール受講を証明された者のうち、次のす
べてに該当する者

　① 学習成績が優秀な者
　② 本学環境資源科学科における勉学を強く志望し、第一志望とする者
　③ 最終合格した場合は、必ず入学することを確約できる者
　④ 第二次選考合格者は、本学が平成28年度大学入試センター試験において指定する3教科5科目を

必ず受験すること

■ SAIL入試
学部 学　　科 出　願　資　格　・　要　件　等

工　
　

学　
　

部

物 理 シ ス テ ム 工 学 科
情 報 工 学 科

（1）次のいずれかに該当する者
　① 高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）または中等教育学校を卒業した者および平成28年3

月までに卒業見込みの者
　② 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程または相当する課程を有するものとして認定また

は指定した在外教育施設の当該課程を修了した者および平成28年3月までに修了見込みの者
（2）学習成績が優秀な者
（3）学校長を通じ志願者評価書を提出した者（物理システム工学科志願者のみ提出）
（4）本学物理システム工学科または情報工学科における勉学を強く志望し、第一志望とする者

■ 推薦入試Ⅱ
学部 学　　科 出　願　資　格　・　要　件　等

農　
　

学　
　

部

全 学 科

（1）次のいずれかに該当し､ 学校長より推薦された者
　① 高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）または中等教育学校を平成28年3月卒業見込みの者
　② 学校教育法施行規則第93条第3項等の規定により､ 平成27年度の学年の途中または学期の区分

に従い高等学校（特別支援学校の高等部を含む）または中等教育学校の卒業を認められた者
　③ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程または相当する課程を有するものとして認定また

は指定した在外教育施設の当該課程を平成27年4月以降に修了した者および平成28年3月まで
に修了見込みの者

（2）学業 ･人物ともに優れ､ 志望学科に関連する分野における学習に強い意欲を有する者
（3）平成28年度大学入試センター試験で、当該学部・学科が指定する教科 ･科目を受験する者
（4）合格した場合は､ 必ず入学することを確約できる者

❸ 出願資格・要件等、選抜方法

平成28年度入学試験結果の概要
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選　　抜　　方　　法
第一次選考においては、出願書類（志望理由書、特別活動レポート、調査書）の内容を総合して、書類選考を行います。
第二次選考においては、物理システム工学科の志望者に対してはプレゼンテーション、面接を実施し、情報工学科の志望者に対して
はプレゼンテーション、数学と情報に関する基礎能力の確認を含む面接を実施します。

選　　抜　　方　　法
●大学入試センター試験の成績、推薦書、調査書および志望理由書を総合して選考します。
　全学科5教科7科目

学　科　名 大学入試センター試験で受験を課する教科・科目名 配　　　点

全 学 科
国 語＊ 国語 100

合計700

地理歴史と公民＊ 世A、世B、日A、日B、地理A、地理B、現社、倫、政経、倫・政経から1科目 100
数 学 数Ⅰ・数Aの1科目

数Ⅱ・数B、簿、情報から1科目 計2科目 200
生 物 生 産 学 科

理 科 物理、化学、生物、地学から2科目 200
応用生物科学科
環境資源科学科
地域生態システム学科
共 同 獣 医 学 科 物理、化学、生物から2科目
全 学 科 外 国 語＊ 英（リスニングを含む。）、独、仏、中、韓から1科目 100
＊　「国語」は、100点満点に換算します。
＊　「地理歴史と公民」で2科目を受験した場合は、第1解答科目の得点を採用します。
＊　「外国語」は100点満点に換算し、「英語」を選択した場合は、筆記試験を80点、リスニングを20点とします。

選　　抜　　方　　法
第一次選考においては、出願書類の内容および第1回ゼミナール課題レポートに基づいて、総合的に評価します。
第二次選考においては、第2回ゼミナール課題レポートおよび面接により、総合的に評価します。
最終選考においては、大学入試センター試験で受験を課する教科・科目の得点合計が環境資源科学科が定める合格基準点（390点）
以上であった者を最終合格者とします。
　3教科5科目

大学入試センター試験で受験を課する教科・科目名 配　　　点

数 学 数Ⅰ・数A　　　　　　　　　　　　　　を1科目 100

合計600数Ⅱ・数B　　　　　　　　　　　　　　を1科目 100
理 科 物理、化学、生物、地学　　　　　　　　から2科目 200
外 国 語＊ 英語（リスニングを含む。）　　　　　　　を1科目 200

＊　「外国語（英語）」は、筆記試験を160点、リスニングを40点とします。
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■ 帰国子女入試
学部 学　　科 出　願　資　格　・　要　件　等
農
学
部 全 学 科

（農学部共同獣医学科を除く）

日本国籍を有する者または日本国の永住許可を得ている者で、保護者の海外勤務等の事情に伴い海外
に在住し、外国の学校教育を受けた者（海外勤務等の対象となった保護者との同伴期間は1年以上とし、
その後の単身滞在期間は2年以内の者）で出願資格を満たす者が対象となります。

工
学
部

■ 社会人入試
学部 学　　科 出　願　資　格　・　要　件　等

農　
　

学　
　

部

生 物 生 産 学 科
応 用 生 物 科 学 科
環 境 資 源 科 学 科
地域生態システム学科

平成28年3月31日までに満23歳に達し、社会人としての経験を通算5年以上（満5年を含む。）有する
者で、次の出願資格のいずれかを満たす者が対象となります。
① 高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）または中等教育学校を卒業した者および平成28年3
月までに卒業見込みの者

② 通常の課程による12年の学校教育を修了した者および平成28年3月までに修了見込みの者
③ 学校教育法施行規則第150条の規定により高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認
められる者および平成28年3月31日までにこれに該当する見込みの者

■ 私費外国人留学生入試
学部 学　　科 出　願　資　格　・　要　件　等

農　

学　

部

全 学 科

次のすべてに該当する者を対象にしています。
① 日本国籍を有しない者（日本国永住許可を得ている者は除く。）
② 大学入学に支障のない在留資格を有する者で、外国において学校教育における12年の課程を修
了もしくは平成28年3月までに修了見込みの者またはこれに準ずる者で文部科学大臣が指定し
たものなど

③ 平成27年度日本留学試験を受験した者
④ 英語検定試験
　 農学部：次の英語検定試験のいずれかの基準を満たしている者
　 　　　　TOEFL　470点以上（Paper-Based）、52点以上（Internet-Based）
　 　　　　TOEIC　500点以上
　 工学部：TOEFLまたはTOEICを受験した者

工　

学　

部

■ 推薦入試Ⅱ
学部 学　　科 出　願　資　格　・　要　件　等

工　
　

学　
　

部

生 命 工 学 科
応 用 分 子 化 学 科
有 機 材 料 化 学 科
化 学 シ ス テ ム 工 学 科
機 械 シ ス テ ム 工 学 科
電 気 電 子 工 学 科

（1）次のいずれかに該当し､ 学校長より推薦された者
　① 高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）または中等教育学校を平成27年3月から平成28年3

月までに卒業または卒業見込みの者
　② 学校教育法施行規則第93条第3項等の規定により､ 平成26年度または平成27年度の学年の途中

または学期の区分に従い高等学校（特別支援学校の高等部を含む）または中等教育学校の卒業
を認められた者

　③ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程または相当する課程を有するものとして認定また
は指定した在外教育施設の当該課程を平成26年4月以降に修了した者および平成28年3月まで
に修了見込みの者

（2）学業・人物ともに優れ､ 志望学科に関連する分野における学習に強い意欲を有する者
（3）平成28年度大学入試センター試験で、当該学部・学科が指定する教科・科目を受験する者
（4）合格した場合には､ 必ず入学することを確約できる者

平成28年度入学試験結果の概要
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選　抜　方　法
大学入試センター試験を免除し、学力試験、面接、成績証明書等を総合して選考します。

大学入試センター試験を免除し、小論文、面接、志望理由書、成績証明書等を総合して選考します。
面接においては、口述による簡単な基礎学力テストを行います。なお、生命工学科、電気電子工学科、情報工学科は小論文試験を行いま
せん。

選　抜　方　法
大学入試センター試験を免除し、学力試験、面接、志望理由書、調査書等を総合して選考します。

選　抜　方　法
大学入試センター試験を免除し、本学が実施する学力検査、面接試験の成績および日本留学試験の成績、成績証明書等を総合して選考し
ます。

選　　抜　　方　　法
●大学入試センター試験の成績、推薦書、調査書、志望理由書、小論文および面接を総合して選考します。
　全学科5教科7科目

学　科　名 大学入試センター試験で受験を課する教科・科目名 配　　　点

全 学 科
（物理システム工学科
と情報工学科を除く）

国 語 国語 200

合計900

地理歴史と公民＊ 世A、世B、日A、日B、地理A、地理B、現社、倫、政経、倫・政経から1科目 100

数 学 数Ⅰ・数Aの1科目
数Ⅱ・数B、工、簿、情報から1科目 計2科目 200

生 命 工 学 科

理 科

物理、化学、生物から2科目

200
応用分子化学科
有機材料化学科
化学システム工学科

物理、化学の2科目

機械システム工学科
電気電子工学科

物理の1科目
化学、生物、地学から1科目 計2科目

全 学 科
（物理システム工学科
と情報工学科を除く）

外 国 語＊ 英（リスニングを含む。）、独、仏、中、韓から1科目 200

＊　「地理歴史と公民」で2科目を受験した場合は、第1解答科目の得点を採用します。
＊　「外国語」において「英語」を選択した場合は、筆記試験を160点、リスニングを40点とします。
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平成28年度入学試験結果

学部 学　　　　科
入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 志願倍率 実質倍率

Ｈ26Ｈ27Ｈ28Ｈ26Ｈ27Ｈ28Ｈ26Ｈ27Ｈ28Ｈ26Ｈ27Ｈ28Ｈ26Ｈ27Ｈ28 Ｈ26Ｈ27Ｈ28 Ｈ26Ｈ27Ｈ28 

農　
　
　
　

学　
　
　
　

部

生物生産学科 57 57 57 308 342 286 229 264 214 63 68 67 62 60 61 5.4 6.0 5.0 3.6 3.9 3.2 

応用生物科学科 71 71 71 480 507 441 364 398 310 82 81 81 76 77 76 6.8 7.1 6.2 4.4 4.9 3.8 

環境資源科学科 61 61 61 297 276 282 219 201 205 68 69 69 66 64 61 4.9 4.5 4.6 3.2 2.9 3.0 

地域生態システム学科 76 76 76 343 357 314 245 270 232 83 85 84 81 81 79 4.5 4.7 4.1 3.0 3.2 2.8 

共 同 獣医学科 35 35 35 390 294 341 336 248 289 39 40 39 38 39 39 11.1 8.4 9.7 8.6 6.2 7.4 

学 部 計 300 300 300 1,818 1,776 1,664 1,393 1,381 1,250 335 343 340 323 321 316 6.1 5.9 5.5 4.2 4.0 3.7 

工　
　
　
　

学　
　
　
　

部

生 命 工 学 科 77 77 77 588 429 456 450 291 308 97 89 93 84 79 77 7.6 5.6 5.9 4.6 3.3 3.3 

応用分子化学科 46 46 46 264 241 167 204 142 107 52 54 54 48 46 49 5.7 5.2 3.6 3.9 2.6 2.0 

有機材料化学科 41 41 41 262 238 174 201 167 107 50 49 49 44 44 45 6.4 5.8 4.2 4.0 3.4 2.2 

化学システム工学科 35 35 35 161 149 119 125 103 78 38 39 40 38 35 38 4.6 4.3 3.4 3.3 2.6 2.0 

機械システム工学科 116 116 116 653 699 508 485 488 344 129 133 136 119 123 125 5.6 6.0 4.4 3.8 3.7 2.5 

物理システム工学科 56 56 56 254 258 189 192 160 129 69 64 69 56 62 55 4.5 4.6 3.4 2.8 2.5 1.9 

電気電子工学科 88 88 88 335 397 222 263 276 157 99 99 100 89 89 90 3.8 4.5 2.5 2.7 2.8 1.6 

情 報 工 学 科 62 62 62 284 275 253 205 198 173 74 67 71 64 63 62 4.6 4.4 4.1 2.8 3.0 2.4 

学 部 計 521 521 521 2,801 2,686 2,088 2,125 1,825 1,403 608 594 612 542 541 541 5.4 5.2 4.0 3.5 3.1 2.3 

合　　計 821 821 821 4,619 4,462 3,752 3,518 3,206 2,653 943 937 952 865 862 857 5.6 5.4 4.6 3.7 3.4 2.8 

志願者数
入学定員

❶ 志願者数・受験者数・合格者数・入学者数等（学部・学科別）（26･27･28年度）
（総　表：一般入試、特別入試）

受験者数
合格者数
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学部 学　　　　科
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 実質倍率
Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

農　
　
　
　

学　
　
　
　

部

生 物 生 産 学 科
前 期 38 38 38 129 157 117 119 147 104 41 44 41 41 40 38 2.9 3.3 2.5 
後 期 13 13 13 129 139 118 60 71 60 13 18 17 12 14 14 4.6 3.9 3.5 
合 計 51 51 51 258 296 235 179 218 164 54 62 58 53 54 52 3.3 3.5 2.8 

応用生物科学科
前 期 47 47 47 205 231 176 186 212 160 51 52 53 49 50 52 3.6 4.1 3.0 
後 期 16 16 16 181 183 194 84 95 79 18 17 18 14 15 14 4.7 5.6 4.4 
合 計 63 63 63 386 414 370 270 307 239 69 69 71 63 65 66 3.9 4.4 3.4 

環境資源科学科
前 期 40 40 40 139 114 125 127 101 115 43 42 44 43 40 43 3.0 2.4 2.6 
後 期 12 12 12 109 121 115 43 59 49 13 13 14 11 10 7 3.3 4.5 3.5 
合 計 52 52 52 248 235 240 170 160 164 56 55 58 54 50 50 3.0 2.9 2.8 

地域生態システム学科
前 期 50 53 53 159 162 147 141 152 133 52 58 55 52 57 54 2.7 2.6 2.4 
後 期 18 15 15 141 148 124 61 71 56 18 18 16 16 15 12 3.4 3.9 3.5 
合 計 68 68 68 300 310 271 202 223 189 70 76 71 68 72 66 2.9 2.9 2.7 

共 同 獣 医 学 科
前 期 25 25 25 180 145 153 164 137 137 27 28 28 26 28 28 6.1 4.9 4.9 
後 期 6 6 6 130 104 114 92 66 78 6 8 6 6 7 6 15.3 8.3 13.0 
合 計 31 31 31 310 249 267 256 203 215 33 36 34 32 35 34 7.8 5.6 6.3 

学　　 部　　計
前 期 200 203 203 812 809 718 737 749 649 214 224 221 211 215 215 3.4 3.3 2.9 
後 期 65 62 62 690 695 665 340 362 322 68 74 71 59 61 53 5.0 4.9 4.5 
合 計 265 265 265 1,502 1,504 1,383 1,077 1,111 971 282 298 292 270 276 268 3.8 3.7 3.3 

工　
　
　
　

学　
　
　
　

部

生 命 工 学 科
前 期 48 48 48 251 151 156 237 136 149 52 54 52 46 51 51 4.6 2.5 2.9 
後 期 24 24 24 301 236 273 177 115 132 38 28 36 32 21 22 4.7 4.1 3.7 
合 計 72 72 72 552 387 429 414 251 281 90 82 88 78 72 73 4.6 3.1 3.2 

応用分子化学科
前 期 28 28 28 126 72 54 118 64 49 32 30 35 30 27 33 3.7 2.1 1.4 
後 期 14 14 14 115 151 108 63 60 53 15 18 17 13 13 14 4.2 3.3 3.1 
合 計 42 42 42 241 223 162 181 124 102 47 48 52 43 40 47 3.9 2.6 2.0 

有機材料化学科
前 期 24 27 28 108 91 60 102 90 57 29 37 36 27 35 35 3.5 2.4 1.6 
後 期 12 11 11 124 133 108 69 63 44 15 11 11 11 8 8 4.6 5.7 4.0 
合 計 36 38 39 232 224 168 171 153 101 44 48 47 38 43 43 3.9 3.2 2.1 

化学ｼｽﾃﾑ工学科
前 期 20 20 20 62 51 44 58 46 41 20 21 23 20 20 23 2.9 2.2 1.8 
後 期 10 10 12 81 77 72 49 36 34 11 12 15 11 9 14 4.5 3.0 2.3 
合 計 30 30 32 143 128 116 107 82 75 31 33 38 31 29 37 3.5 2.5 2.0 

機械ｼ ｽ ﾃ ﾑ工学科
前 期 80 77 77 308 243 196 297 231 192 80 76 79 79 72 75 3.7 3.0 2.4 
後 期 31 34 34 299 402 282 144 206 122 41 47 49 33 41 43 3.5 4.4 2.5 
合 計 111 111 111 607 645 478 441 437 314 121 123 128 112 113 118 3.6 3.6 2.5 

物理ｼｽﾃﾑ工学科
前 期 33 32 33 104 68 63 96 62 63 35 34 36 32 33 32 2.7 1.8 1.8 
後 期 13 16 18 114 173 116 60 81 57 22 20 28 13 19 18 2.7 4.1 2.0 
合 計 46 48 51 218 241 179 156 143 120 57 54 64 45 52 50 2.7 2.6 1.9 

電気電子工学科
前 期 54 54 56 155 144 104 145 133 98 56 60 65 52 54 61 2.6 2.2 1.5 
後 期 24 24 26 147 214 101 85 104 44 31 30 32 25 26 26 2.7 3.5 1.4 
合 計 78 78 82 302 358 205 230 237 142 87 90 97 77 80 87 2.6 2.6 1.5 

情 報 工 学 科
前 期 35 34 36 118 94 93 109 84 90 35 34 36 31 34 35 3.1 2.5 2.5 
後 期 16 17 21 122 139 129 53 72 54 22 19 26 18 15 18 2.4 3.8 2.1 
合 計 51 51 57 240 233 222 162 156 144 57 53 62 49 49 53 2.8 2.9 2.3 

学　　 部　　計
前 期 322 320 326 1,232 914 770 1,162 846 739 339 346 362 317 326 345 3.4 2.4 2.0 
後 期 144 150 160 1,303 1,525 1,189 700 737 540 195 185 214 156 152 163 3.6 4.0 2.5 
合 計 466 470 486 2,535 2,439 1,959 1,862 1,583 1,279 534 531 576 473 478 508 3.5 3.0 2.2 

（一般入試：前期日程、後期日程）
受験者数
合格者数

平成28年度入学試験結果
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（特別入試：ゼミナール、SAIL、推薦入試Ⅰ・Ⅱ、帰国子女、社会人、私費外国人留学生）

選抜区分 学部 学　　　　　科 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 実質倍率
Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

ゼミナール入試 農学部 環 境 資 源 科 学 科 3 3 3 18 26 21 18 26 21 5 8 3 5 8 3 3.6 3.3 7.0 

SAIL入試
工 

学 

部

物 理 シ ス テ ム 工 学 科 5 5 5 13 9 8 13 9 8 6 4 4 6 4 4 2.2 2.3 2.0 
情 報 工 学 科 5 5 5 14 22 22 14 22 22 8 8 8 8 8 8 1.8 2.8 2.8 
学 部 計 10 10 10 27 31 30 27 31 30 14 12 12 14 12 12 1.9 2.6 2.5 

推
薦
入
試
Ⅰ

工 

学 

部

有 機 材 料 化 学 科＊ 3 － － 14 － － 14 － － 3 － － 3 － － 4.7 － －
化 学 シ ス テ ム 工 学 科＊ 3 3 － 11 7 － 11 7 － 4 2 － 4 2 － 2.8 3.5 －
学 部 計 6 3 0 25 7 0 25 7 0 7 2 0 7 2 0 3.6 3.5 0

推　

薦　

入　

試　

Ⅱ

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科 6 6 6 46 46 48 46 46 48 8 6 8 8 6 8 5.8 7.7 6.0 
応 用 生 物 科 学 科 8 8 8 86 90 69 86 90 69 11 12 9 11 12 9 7.8 7.5 7.7 
環 境 資 源 科 学 科 6 6 6 30 15 20 30 15 20 7 6 8 7 6 8 4.3 2.5 2.5 
地域生態システム学科 8 8 8 43 45 42 43 45 42 13 9 12 13 9 12 3.3 5.0 3.5 
共 同 獣 医 学 科 4 4 4 79 45 69 79 45 69 6 4 4 6 4 4 13.2 11.3 17.3 
学 部 計 32 32 32 284 241 248 284 241 248 45 37 41 45 37 41 6.3 6.5 6.0 

工　

学　

部

生 命 工 学 科 5 5 5 31 28 20 31 28 20 5 6 3 5 6 3 6.2 4.7 6.7 
応 用 分 子 化 学 科 4 4 4 22 16 3 22 16 3 4 6 1 4 6 1 5.5 2.7 3.0 
有 機 材 料 化 学 科 2 3 2 15 14 5 15 14 5 2 1 2 2 1 2 7.5 14.0 2.5 
化 学 シ ス テ ム 工 学 科 2 2 3 6 13 1 6 13 1 3 3 1 3 3 1 2.0 4.3 1.0 
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 5 5 5 39 37 15 39 37 15 7 8 4 7 8 4 5.6 4.6 3.8 
物 理 シ ス テ ム 工 学 科＊ 5 3 － 22 6 － 22 6 － 5 5 － 5 5 － 4.4 1.2 －
電 気 電 子 工 学 科 10 10 6 32 33 13 32 33 13 11 9 3 11 9 3 2.9 3.7 4.3 
情 報 工 学 科＊ 6 6 － 15 18 － 15 18 － 6 5 － 6 5 － 2.5 3.6 －
学 部 計 39 38 25 182 165 57 182 165 57 43 43 14 43 43 14 4.2 3.8 4.1 

帰　

国　

子　

女

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科
各学科
若干名

各学科
若干名

各学科
若干名

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － －
応 用 生 物 科 学 科 3 2 0 3 1 0 1 0 0 1 0 0 3.0 － －
環 境 資 源 科 学 科 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － －
地域生態システム学科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － －
共 同 獣 医 学 科＊ － － － － － － － － － － － － － － － － － －
学 部 計 3 2 2 3 1 0 1 0 0 1 0 0 3.0 － －

工　

学　

部

生 命 工 学 科

各学科
若干名

各学科
若干名

各学科
若干名

4 4 2 4 4 2 2 0 2 1 0 1 2.0 － 1.0 
応 用 分 子 化 学 科 0 1 2 0 1 2 0 0 1 0 0 1 － － 2.0 
有 機 材 料 化 学 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － －
化 学 シ ス テ ム 工 学 科 1 1 2 1 1 2 0 1 1 0 1 0 － 1.0 2.0 
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 4 6 9 3 6 9 1 1 2 0 1 1 3.0 6.0 4.5 
物 理 シ ス テ ム 工 学 科 1 2 1 1 2 0 1 1 0 0 1 0 1.0 2.0 －
電 気 電 子 工 学 科 0 3 1 0 3 0 0 0 0 0 0 0 － － －
情 報 工 学 科 6 0 2 6 0 1 2 0 0 0 0 0 3.0 － －
学 部 計 16 17 19 15 17 16 6 3 6 1 3 3 2.5 5.7 2.7 

社　

会　

人

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科
各学科
若干名

各学科
若干名

各学科
若干名

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － －
応 用 生 物 科 学 科 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 － － －
環 境 資 源 科 学 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － －
地域生態システム学科 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 － － －
学 部 計 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 － － －

私　

費　

外　

国　

人　

留　

学　

生

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科

各学科
若干名

各学科
若干名

各学科
若干名

4 0 2 4 0 2 1 0 1 1 0 1 4.0 － 2.0 
応 用 生 物 科 学 科 4 1 2 4 0 2 1 0 1 1 0 1 4.0 － 2.0 
環 境 資 源 科 学 科 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 － － －
地域生態システム学科 0 1 1 0 1 1 0 0 1 0 0 1 － － 1.0 
共 同 獣 医 学 科 1 0 5 1 0 5 0 0 1 0 0 1 － － 5.0 
学 部 計 10 2 10 10 1 10 2 0 4 2 0 4 5.0 － 2.5 

工　

学　

部

生 命 工 学 科

各学科
若干名

各学科
若干名

各学科
若干名

1 10 5 1 8 5 0 1 0 0 1 0 － 8.0 －
応 用 分 子 化 学 科 1 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 1.0 － －
有 機 材 料 化 学 科 1 0 1 1 0 1 1 0 0 1 0 0 1.0 － －
化 学 シ ス テ ム 工 学 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － －
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 3 11 6 2 8 6 0 1 2 0 1 2 － 8.0 3.0 
物 理 シ ス テ ム 工 学 科 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 － － 1.0 
電 気 電 子 工 学 科 1 3 3 1 3 2 1 0 0 1 0 0 1.0 － －
情 報 工 学 科 9 2 7 8 2 6 1 1 1 1 1 1 8.0 2.0 6.0 
学 部 計 16 27 23 14 22 21 4 3 4 4 3 4 3.5 7.3 5.3 

＊「化学システム工学科」では、平成28年度から推薦入試Ⅰを廃止しました。
＊「物理システム工学科」および「情報工学科」では、平成28年度から推薦入試Ⅱを廃止しました。
＊「有機材料化学科」では、平成27年度から推薦入試Ⅰを廃止しました。
＊「共同獣医学科」では、平成26年度から帰国子女入試を廃止しました。

受験者数
合格者数
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❷ 合格最高・最低・平均点（教科・科目別・第1志望合格者）
　 ＊追加合格した者の数値は含みません。
　 ＊特別入試については、募集人員および合格者が少ないため、公表していません。
（一般入試・学科別合格最低点）

日程 学部 学　　　科
理　科（配点：農300、工250） 英　語（配点：農200、工100） 数　学（配点：農200、工200）
最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均

前　
　

期　
　

日　
　

程

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科 254 132 194.6 152 88 122.9 160 50 104.4
応 用 生 物 科 学 科 246 170 207.0 156 78 126.1 170 48 120.3
環 境 資 源 科 学 科 225 135 184.3 172 82 119.8 155 40 96.3
地 域 生 態 シ ス テ ム 学 科 239 134 184.8 158 82 115.9 170 53 95.0
共 同 獣 医 学 科 248 189 220.5 172 96 135.3 190 75 130.0
学 部 計 254 132 196.4 172 78 122.9 190 40 107.5

工　

学　

部

生 命 工 学 科 214.2 117.5 161.3 78 31 58.3 165 55 107.5
応 用 分 子 化 学 科 194.1 113.3 155.3 78 31 55.9 145 40 100.8
有 機 材 料 化 学 科 190 122.5 155.1 75 39 56.2 132 55 100.1
化 学 シ ス テ ム 工 学 科 180 125 154.4 68 36 49.7 150 65 108.3
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 194.2 88.3 158.7 77 32 54.4 190 30 108.2
物 理 シ ス テ ム 工 学 科 183.3 99.2 149.1 76 41 55.8 175 45 107.7
電 気 電 子 工 学 科 182.5 120 154.7 78 28 54.8 165 60 108.3
情 報 工 学 科 212.5 136.7 164.5 85 38 56.6 160 40 107.5
学 部 計 214.2 88.3 157.8 85 28 55.5 190 30 106.6

日程 学部 学　　　科
英　語（配点：農400、工200） 理科（配点：工300） 数学（配点：工150）
最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均

後　
　

期　
　

日　
　

程

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科 372 250 308.1
応 用 生 物 科 学 科 374 296 331.0
環 境 資 源 科 学 科 354 308 332.1
地 域 生 態 シ ス テ ム 学 科 354 266 319.6
共 同 獣 医 学 科 356 310 324.0
学 部 計 374 250 322.6

工　

学　

部

生 命 工 学 科 166 107 140.8 274 180.5 222.6 125 25 89.6
応 用 分 子 化 学 科 175 124 148.5 274 134 214.9 115 50 83.8
有 機 材 料 化 学 科 162 126 145.8 260 165 205.3 130 65 89.5
化 学 シ ス テ ム 工 学 科 170 119 139.3 239 155.3 208.4 110 50 81.1
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 185 99 145.3 277.4 141.3 197.8 150 25 84.3
物 理 シ ス テ ム 工 学 科 168 100 137.1 287.4 146.4 199.0 135 70 94.7
電 気 電 子 工 学 科 161 109 130.8 235.3 142.6 188.1 105 60 81.7
情 報 工 学 科 163 120 142.1 217.4 142.6 186.8 110 55 83.5
学 部 計 185 99 141.7 287.4 134 202.9 150 25 86.2

（一般入試・個別学力検査）

前期日程試験 後期日程試験

学
部 学　　　科 入学定員 前期日程

募集人員
合格者
最低点

配　　　　点

合計点 大学入試
センター試験

個別学力
検査

農
学
部

生 物 生 産 学 科 57 38 1,088.4

1,600 900 700

応 用 生 物 科 学 科 71 47 1,137.2

環 境 資 源 科 学 科 61 40 1,025.8

地域生態システム学科 76 53 1,040.4

共 同 獣 医 学 科 35 25 1,211.0

工
学
部

生 命 工 学 科 77 48 986.0

1,450 900 550

応 用 分 子 化 学 科 46 28 940.0

有 機 材 料 化 学 科 41 28 943.8

化学システム工学科 35 20 936.8

機械システム工学科 116 77 973.8

物理システム工学科 56 33 943.3

電 気 電 子 工 学 科 88 56 945.7

情 報 工 学 科 62 36 967.8

学
部 学　　　科 入学定員 後期日程

募集人員
合格者
　最低点＊

配　　　　点

合計点 大学入試
センター試験

個別学力
検査

農
学
部

生 物 生 産 学 科 57 13 1,019.2

1,300 900 400

応 用 生 物 科 学 科 71 16 1,080.4

環 境 資 源 科 学 科 61 12 1,067.4

地域生態システム学科 76 15 1,013.8

共 同 獣 医 学 科 35 6 1,084.0

工
学
部

生 命 工 学 科 77 24 936.2

1,300 650 650

応 用 分 子 化 学 科 46 14 956.8

有 機 材 料 化 学 科 41 11 939.3

化学システム工学科 35 12 912.1

機械システム工学科 116 34 898.3

物理システム工学科 56 18 890.6

電 気 電 子 工 学 科 88 26 858.3

情 報 工 学 科 62 21 881.8

平成28年度入学試験結果
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（一般入試・大学入試センター試験） 

日程 学部 学　　　科
国語

（配点：200）
地歴公民

（配点：100）
数学1

（配点：100）
数学2

（配点：100）
理科

（配点：100点×2科目）
外国語

（配点：200）

最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均

前　
　

期　
　

日　
　

程

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科 195 125 162.2 94 52 75.5 96 56 79.0 98 45 75.0 96 62 82.1 190.4 143.2 167.3

応 用生物科学科 192 133 168.3 100 48 74.3 95 67 82.2 100 47 81.9 100 53 83.8 196.8 127.2 172.2

環 境資源科学科 187 119 157.1 92 47 72.9 96 52 74.6 98 46 68.2 96 43 77.3 190.4 121.6 162.7

地域生態システム学科 192 134 164.9 91 23 74.3 96 58 76.0 89 40 67.8 97 51 78.2 196.8 120.8 160.1

共 同 獣 医 学 科 194 131 173.1 92 62 76.1 98 69 87.1 100 68 85.5 100 67 84.8 198.4 160 181.1

学 部 計 195 119 164.7 100 23 74.5 98 52 79.2 100 40 74.9 100 43 80.9 198.4 120.8 167.5

工　

学　

部

生 命 工 学 科 189 105 161.0 94 42 71.6 95 55 78.5 98 53 76.2 100 54 77.8 186.4 132 163.2

応 用分子化学科 200 144 163.0 94 51 70.5 95 60 76.5 94 52 73.3 100 47 75.6 193.6 142.4 164.0

有 機材料化学科 196 129 158.6 89 31 67.0 91 52 76.3 98 33 69.7 95 58 75.4 173.6 128.8 155.9

化学システム工学科 177 95 150.9 89 61 72.3 92 50 75.7 90 53 73.2 92 45 73.3 174.4 103.2 146.2

機械システム工学科 188 116 157.5 91 46 73.1 94 60 78.8 90 52 71.9 100 46 79.0 195.2 119.2 154.2

物理システム工学科 192 124 161.3 86 46 68.8 93 59 74.1 90 54 71.9 95 50 76.0 173.6 128 150.7

電 気電子工学科 192 107 154.0 96 36 67.9 98 52 77.2 96 50 73.2 96 44 76.5 190.4 125.6 156.3

情 報 工 学 科 200 107 157.5 83 37 67.5 98 69 82.2 98 60 77.6 100 58 80.4 188.8 120 154.5

学 部 計 200 95 158.1 96 31 70.3 98 50 78.0 98 33 73.5 100 44 77.5 195.2 103.2 156.5

日程 学部 学　　　科
国語

（配点：農200、工100）
地歴公民

（配点：農100、工50）
数学1

（配点：100）
数学2

（配点：100）
理科

（配点：100点×2科目）
外国語

（配点：農200、工100）

最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均

後　
　

期　
　

日　
　

程

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科 200 157 178.6 88 56 72.2 98 64 83.5 98 59 81.2 100 57 83.9 193.6 154.4 178.4

応 用生物科学科 200 165 178.6 91 63 77.9 96 69 84.6 96 61 81.9 100 59 84.9 200 173.6 188.8

環 境資源科学科 190 154 174.0 95 62 74.2 93 59 82.6 100 73 85.6 97 38 82.1 200 166.4 185.1

地域生態システム学科 200 155 174.3 90 67 76.3 97 55 80.7 100 50 77.3 97 55 82.0 200 156.8 180.2

共 同 獣 医 学 科 188 170 179.2 92 68 82.5 94 78 83.5 100 76 83.2 100 81 88.2 193.6 172 186.4

学 部 計 200 154 176.8 95 56 75.8 98 55 83.0 100 50 81.5 100 38 83.7 200 154.4 183.4

工　

学　

部

生 命 工 学 科 92 57 79.1 47 25 35.6 98 55 80.7 98 60 80.6 100 58 85.3 95.2 60.4 80.7

応 用分子化学科 95.5 68.5 84.7 46.5 30.5 39.6 98 59 81.7 97 67 83.9 100 69 86.8 98.4 70.4 86.1

有 機材料化学科 96 59.5 80.1 44 27 34.3 92 69 84.3 90 70 81.5 100 75 86.6 94 70.4 78.3

化学システム工学科 91 64 83.6 47.5 26 36.9 93 69 81.9 100 62 78.8 96 62 83.2 90 60.4 78.2

機械システム工学科 100 54 82.1 45.5 21.5 34.4 98 65 82.3 98 63 85.1 100 61 83.1 98 60.8 83.0

物理システム工学科 92 60.5 77.4 47.5 23.5 35.7 97 63 80.0 100 58 81.8 100 70 85.6 92 64 78.8

電 気電子工学科 96 56.5 80.6 42.5 23 33.0 98 64 80.3 100 64 79.5 100 58 82.5 89.2 66.8 79.4

情 報 工 学 科 94 53 79.3 46 23 33.1 98 63 84.2 96 59 78.0 100 55 83.8 91.6 62.4 80.1

学 部 計 100 53 80.7 47.5 21.5 35.1 98 55 81.8 100 58 81.7 100 55 84.4 98.4 60.4 81.1
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❸ 志願者・合格者の男女比（％）［総表］
●農　学　部 ●工　学　部

❹ 志願者・合格者の現浪比（％）［総表］
●農　学　部 ●工　学　部

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

女男 女男

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

浪人現役

学 部 計
志願者

合格者

情 報 工 学 科
志願者

合格者

電 気 電 子 工 学 科
志願者

合格者

物理システム工学科
志願者

合格者

機械システム工学科
志願者

合格者

化学システム工学科
志願者

合格者

有 機 材 料 化 学 科
志願者

合格者

応 用 分 子 化 学 科
志願者

合格者

生 命 工 学 科
志願者

合格者

浪人現役

学 部 計

共 同 獣 医 学 科

地域生態システム学科

環 境 資 源 科 学 科

応 用 生 物 科 学 科

生 物 生 産 学 科

学 部 計

共 同 獣 医 学 科

地域生態システム学科

環 境 資 源 科 学 科

応 用 生 物 科 学 科

生 物 生 産 学 科

学 部 計

情 報 工 学 科

電 気 電 子 工 学 科

物理システム工学科

機械システム工学科

化学システム工学科

有 機 材 料 化 学 科

応 用 分 子 化 学 科

生 命 工 学 科

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

55.2%

50.7%

45.6%

42.0%

53.2%

59.4%

51.6%

59.5%

39.0%

46.2%

48.3%

52.1%

158人

34人

201人

34人　

150人

41人

162人

50人

133人　

18人

804人

177人

44.8%

49.3%

54.4%

58.0%

46.8%

40.6%

48.4%

40.5%

61.0%

53.8%

51.7%

47.9%

128人

33人

240人

47人

132人

28人

152人

34人

208人

21人

860人

163人

80.1%

72.7%

74.1%

67.5%

73.9%

73.9%

76.3%

65.1%

75.4%

73.7%

75.8%

69.9%

226人

48人

324人

54人

207人

51人

238人

54人

252人

28人

1,247人

235人

27.3%

32.5%

34.9%

26.3%

30.1%

18人

26人

29人

10人

101人

65.5%

62.6%

70.1%

64.2%

66.5%

73.5%

65.3%

67.5%

62.7%

61.4%

61.0%

66.2%

66.8%

62.6%

69.3%

73.9%

65.4%

65.4%

294人

57人

115人

34人

115人

36人

77人

27人

308人

81人

114人

45人

145人

62人

167人

51人

1,335人

393人

34.5%

37.4%

29.9%

35.8%

33.5%

26.5%

34.7%

32.5%

37.3%

38.6%

39.0%

33.8%

33.2%

37.4%

30.7%

26.1%

34.6%

34.6%

155人

34人

49人

19人

58人

13人

41人

13人

183人

51人

73人

23人

72人

37人

74人

18人

705人

208人

50.2%

49.5%

68.3%

59.3%

73.6%

63.3%

63.9%

72.5%

88.8%

89.7%

80.4%

76.8%

88.3%

90.0%

82.2%

88.7%

74.4%

76.1%

229人

46人　

114人

32人

128人

31人

76人

29人

451人

122人

152人

53人

196人

90人

208人

63人

1,554人

466人

49.8%

50.5%

31.7%

40.7%

26.4%

36.7%

36.1%

27.5%

227人

47人

53人

22人

46人

18人

43人

11人

11.2%

10.3%

19.6%

23.2%

11.7%

10.0%

17.8%

11.3%

25.6%

23.9%

57人

14人

37人

16人

26人

10人

45人

8人

534人

146人

19.9%

25.9%

26.1%

26.1%

23.7%

24.6%

24.2%

56人

113人

73人

18人

74人

82人

398人

（注）外国の学校、専修学校高等課程を卒業した者、在外教
育施設を修了した者、高等専門学校の第3年次修了者お
よび高卒認定者等を除きます。

平成28年度入学試験結果
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北海道

青森県

秋田県

岩手県

宮城県

山形県

福島県

新潟県

栃木県

茨城県

群馬県

埼玉県

千葉県東京都

長野県

山梨県

神奈川県
静岡県

愛知県

岐阜県

富山県

石川県

福井県

滋賀県

奈良県

三重県
和歌山県

京都府

大阪府

兵庫県
鳥取県

岡山県

島根県

広島県
山口県

香川県

徳島県

愛媛県

高知県

福岡県

大分県

宮崎県

佐賀県

熊本県

鹿児島県

長崎県

その他

沖縄県

上段：合格者数
下段：志願者数

❺ 志願者・合格者の都道府県別出身高等学校等調べ［総表］

36
13

11
4

10
0

16
2

46
12

38
11

29
13

31
7

30
6

14
3

7
0

22
6

31
8

7
2

10
2

10
1

17
4

6
2

8
1

57
12

4
3

34
10

5
2

14
7

67
15

10
1 11

5

13
6

26
7

18
7

4
2

42
12

15
2

9
3

9
2

8
2

18
8

2
1

35
10

73
21

41
18

69
16

445
111

181
34

447
111

80
33

1,627
392

9
2

（注）「高等学校等」は、高等学校、中等教育学校、特別支援学校の高等部を卒業した者を示す。
なお、「高等学校等」以外の外国の学校、専修学校高等課程を卒業した者、在外教育施設を
修了した者、高等専門学校の第3年次修了者および高卒認定者等は「その他」に含まれる。
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平成28年度入試の採点・評価と合否判定等について

❶ 採点・評価のポイントと方法および合否判定について
　（一般入試）

採点・評価のポイントと方法

大学入試センター試験の得点と個別学力検査の得点の総合点で評価します。
調査書は、志望学部・学科における能力・適性等を多角的に見るための参考資料とします。
その他の提出書類は評価として考慮しません。

合否判定について

1）調査書の取扱い
　　 志望学部・学科における能力・適性等を多角的に見るための参考資料とします。
2）農学部
　① 総合点の高い順から合格とします。
　② 同点者を合格者と不合格者に分けることは行いません。
3）工学部
　① 各学科第1志望者と第2志望者を区別せずに、総合点の高い順に合格とします。ただし、第1志望学科と第2志望学科でと

もに合格としうる受験者は、第1志望学科において合格とします。
　② 同点者を合格者と不合格者に分けることは行いません。

（特別入試）
選抜種類 採点・評価のポイントと方法 合否判定について

農　
　

学　
　

部

ゼミナール
入試

出願書類（志望理由書、活動報告書、調査書）の内容、
ゼミナール（第1回・第2回）の結果、面接および大学
入試センター試験の成績を総合して選考します。志願
者評価書は参考資料とします。第一次選考と第二次選
考を分けて行います。

出願書類、レポート、面接により、環境資源科学科への
適性と学習意欲を量ります。その後、大学入試センター
試験で受験を課する教科・科目の得点合計が合格基準点
（390点）以上であった者を合格者とします。

推薦入試Ⅱ 大学入試センター試験の成績、推薦書、調査書および
志望理由書により評価します。

推薦書、調査書および志望理由書により、農学部におけ
る適性および学習意欲を量ります。適性と判断された者
について、大学入試センター試験の得点の高い順から合
格者とします。

帰国子女 学力試験、面接の成績および成績証明書等により評価
します。

学力試験、面接、成績証明書等について評価を行い、学
科への適性を勘案しつつ、原則として評価値の高い順か
ら合格者とします。

社会人 学力試験、面接、志望理由書、調査書等により評価し
ます。

志望理由書により、農学部における適性および学習意欲
を量ります。学力試験、面接、調査書等について評価を
行い、学科への適性を勘案しつつ、原則として評価値の
高い順から合格者とします。

私費外国人
留学生

学力検査、面接、日本留学試験の成績および成績証明
書等により評価します。

学力検査、面接、日本留学試験等の総合成績の高い順か
ら合格者とします。

工　
　

学　
　

部

SAIL入試
志望理由書、特別活動レポートおよび調査書による第
一次選考を行い、合格した者に対してプレゼンテーショ
ンおよび面接の成績により評価します。志願者評価書
は参考資料とします。

自然科学や情報科学に対する潜在的な能力を総合的に評
価します。

推薦入試Ⅱ 推薦書、調査書、志望理由書、小論文、面接および大
学入試センター試験の成績により評価します。

推薦書、調査書、志望理由書、小論文および面接により、
工学部における適性および学習意欲を評価します。適性
と判断された者について、大学入試センター試験の得点
を65％（585点）以上獲得した者を合格とします。ただし、
第二次選考の評価によっては60％（540点）以上である
なら合格となる場合があります。

帰国子女
小論文、面接、志望理由書および成績証明書等により
評価します。なお、生命工学科、電気電子工学科、情
報工学科は小論文試験を行いません。面接においては、
全学科口述による簡単な基礎学力テストを行います。

志望理由書および成績証明書等により、工学部における
適性および学習意欲を評価し、点数化した小論文および
面接の結果とともに、総合的な判断から合格者を決定し
ます。

私費外国人
留学生

学力検査、面接、日本留学試験の成績により評価します。
成績証明書は、工学部の志望学科における能力・適性
等を見るための参考資料とします。

学力検査、面接、日本留学試験等の総合成績の高い順か
ら合格者とします。
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❷ 各科目の評価方法・評価ポイント
　各科目の評価ポイントの1、2等は問題の設問番号に対応し
ています。

一般入試　■ 前期日程 ■
特別入試　■ 帰国子女（農学部） ■

■ 社会人（数学を除く） ■

物　　理　（Z）
評価方法
　力と運動、電気と磁気、熱とエネルギーという物理の主要分
野から一題ずつ、合計三題を出題しました。これらの分野にお
ける物理の基本的概念を理解しているか、その概念を正しく組
み立てて考えることが出来るか、計算力や計算結果を適切にグ
ラフにあらわしたり、グラフを使って物理的な考察したりでき
るかを評価しました。
評価ポイント
1 （力と運動）
 等加速度運動と力に関する力学の問題です。慣性系・非慣
性系における運動方程式と力のつり合いの式を正しく理解
して使い分け、運動・力を数式と図を用いて適切に表す能
力を重視しました。水平面上を直線運動する電車が等加速
度で停止する場合、水平面上の円弧状曲線路を電車が等速
で走る場合という日常生活の中でしばしば経験するような
場面に力学の図式を適用して、長さ、角度、速さ、力の大
きさ、振り子の振動周期などの数量を表現する数式、さら
にその数値を求める問題としました。走っている電車の速
度変化で乗客が不快な思いをしないように、加速度の大き
さに対して設けられている条件を満たすためにはどんな手
段が必要かという実際的な課題についての考察も取り入れ
ました。

 複雑な問題設定ではないものの、様々な観点に対応できる
柔軟で一貫した思考力が問われます。

2 （電気と磁気）
 磁場中でレール上に置かれた金属棒の運動について考察す
る問題です。電流が磁場から受ける力、誘導起電力およびオー
ムの法則を正しく理解し、力学の基礎知識と融合して、それ
らを使いこなせる能力を問いました。また後半では、式の意
味を考察して論理的に説明する能力も評価しました。

3 （熱とエネルギー）
 単原子分子理想気体の状態変化に対する熱力学の古典的な
問題です。状態変化を図示する能力、図から物理現象を読
み取る能力を評価しました。また、後半では計算能力や、
連続モデルの考え方に対する理解を評価しました。熱力学
の基礎を理解している者は高得点が期待できる問題です。

受験生へのメッセージ
　物理学は、日常生活の様々な場面で経験する自然現象を説明
する学問です。教科書にある内容を理解して、それを使って、
日常経験する様々な現象がどのように説明されるかを考えるこ
とで、物理学に対する興味や理解が深まるでしょう。公式に含
まれる物理的な意味をよく考え、現実の物理現象と関連付けて
理解するように努めてください。

化　　学　（Z）
評価方法
　新課程への移行が昨年度完了しましたので、本年度は完全に
新課程に準拠した出題としました。化学基礎と化学の両方の理
解度を計るために、単なる記憶に基づいて答えられる問題だけ
ではなく、設定された問題を正確に理解して論理的な思考の展
開に基づいて答を導き出せる能力を試しました。そのために、
字数制限のある中で、理由を述べたうえで明確に結論を導く科
学的記述能力を試す設問をしました。また、ほとんどの計算問
題では数値の答えだけでなく、考え方と計算過程も評価対象と
しました。本学は理科系主体の大学なので、入学後それぞれの
学問領域を修めるために必要な「科学的な論理」に反する不確
実で曖昧な表現が見られる解答は、減点の対象としました。問
題冊子冒頭に記載されている【解答上の注意】をよく読まずに、
指示にしたがった解答をしていないものには得点を与えない
か、あるいは減点しました。

評価ポイント
1 塩素を題材に取り上げて、化学的な性質や反応式、化学平
衡などの化学の基礎的な内容を理解しているかを問う問題
としました。まず、問題となっている元素Xが、「単体はい
ずれも二原子分子からなる」ことから、ハロゲンが候補で
あると推測することが必要です。そのうえで、「常温常圧で
黄緑色の気体である」ことから、元素Xは塩素であると特
定できます。〔１〕では、塩素が属する族や価電子数などを
問い、電子の配置状態を理解しているかを試す設問としま
した。〔２〕は、塩素の同位体比を簡単な計算で求める問題
としました。〔３〕は、理想気体の状態方程式を用いて、塩
素ガスの溶解量を計算する問題としました。塩素単体は二
原子分子であり、分子量は71.0であることがわかれば、「2.0
×8.3×3÷71.0」という簡単な筆算で解答は出ますが、こ
の計算を間違える受験生がたくさんいました。〔４〕と〔５〕
では、ハロゲンの化学的な性質を問うています。塩素が水
に溶け塩化水素と次亜塩素酸が生じるなどの反応の化学反
応式や物質名を正しく書けるかを問いました。〔６〕は、ル
シャトリエの原理を正しく理解し、論理的に説明できるか
を試す記述問題としました。

2 明治日本の産業革命遺産の世界文化遺産登録にちなんで、
製鉄に関連した問題を出題しました。〔１〕では、教科書に
載っていない化学反応式を問いましたが、問題文を正確に
読んで化学反応式の係数を求めれば解答できますので、正
答率は高くなりました。〔２〕では、反応に伴う物質量の変
化についての理解と、濃度に関する計算が正確にできる基
礎力を問いました。濃度に関係した計算は入学後に実験な
どで頻繁に行いますので、高い正答率を期待しました。し
かし、掛けるべきところを割ったりして、計算を誤った受
験生が多くいました。〔３〕では、複数の過程で生じる反応
に伴う分圧や物質量の変化を正確に捉えて計算できる応用
力を問いました。論理的な筋道を立てて計算すれば解ける
問題ですが、やや複雑な問題設定としたためか、正解を導
けない受験生もたくさんいました。〔４〕では、鉄の状態変
化に関する文章を読み、その現象に対応する物理量の変化
をグラフに描く能力を問いました。問題文の内容を正確に
捉えて、結晶構造や相状態の違いによる体積変化を定性的
に理解できれば、グラフを描けるはずです。生じる現象を
グラフに表現する能力は理系学生にとって必要不可欠です
ので、是非とも正解して欲しい問題でしたが、グラフを描
けない受験生がたくさんいました。

3 化学の基礎である固体の構造、水溶液の性質についての理
解を問う問題としました。〔１〕では単位格子のモデル、特
に金属結晶における原子半径と単位格子の大きさとの関
係、さらに原子の質量と結晶の密度との関係について理解
しているかを問いました。なお〔１〕の（４）では、「分数
式の有理化」等の順序の違いにより、正答例とは異なった
計算結果が得られるケースもありますが、計算過程が妥当
で正しく計算ができていれば正答としました。〔２〕と〔３〕
では、アルカリ金属と水との反応や各物質の密度の違いに
伴う沈降・浮上現象が、論理的に説明できるかを試しました。
〔４〕と〔５〕では、化学反応式における物質量の取扱い、
水溶液濃度からpHの導出について正しく理解できているか
を問いました。いずれの計算問題においても、有効数字等
が正しく取り扱われているかも評価ポイントとしました。
また、回答欄に記入された内容が正しくても、(計算過程)
または(考え方と計算過程)の記入内容が正しくない場合は
減点対象としました。

4 有機化合物についての基礎知識と理解度を問う問題を出題
しました。設問は二問の構成とし、一つは芳香族化合物の
反応と分離について、他方は多糖類の性質と反応について
の設問としました。有機化合物の混合物に酸や塩基の水溶
液を加えると、特定の成分だけが中和されて塩の形に変化
するため、それらが有機溶媒層から水層へ移動することで
分離を可能にすることができます。この方法に基づいて特
定の成分のみを分離する系統分離法は、有機化合物の性質
を巧みに利用した重要で代表的な化学的分離手法です。こ
のことを踏まえ〔１〕では、フェノールと安息香酸を分離
する手法、さらにサリチル酸メチルの反応を通じて、有機
化合物の基本的な性質と反応の理解力を問いました。一方
〔２〕では、グリコーゲンの性質と反応を通して、生体内に
存在する多糖類の基本的性質についての理解度を問いまし
た。特に設問（３）では、グルコースが燃焼する際に生じ
るエネルギーの生成量に関する計算問題を出題しました。
グルコースの燃焼に関する熱化学方程式を導出できれば計
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算は単純です。計算結果については、有効数字の概念を理
解しているかについても評価のポイントとしました。

受験生へのメッセージ
　化学は、物質の構造・性質・変化・反応性を体系的にまとめ、
その基本を織りなす原理と法則を理解しようとする学問です。
今日の化学は、様々な目的をかなえる機能を備えた種々の物質
の合成を可能にし、社会の要求に応じた高い性能を有する新し
い物質の創成を行うことで飛躍的な発展を遂げてきました。本
試験問題は、化学の基礎を問いかける平易な大問2題、中程度
の難度の大問1題のほかに、複数の事実・条件・背景を突き合
わせた上で論理的に考えることで解答する『問題解決能力』に
つながる難度の高い大問1題の4題で構成されています。これ
らの問題設定は、「本学がどのような学生の入学を求めている
のか」という受験生へのメッセージです。また、本学のアドミッ
ション ポリシーにうたわれている「学識・知の開拓能力・課
題探究能力・問題解決能力の育成」に向かう出発点が、この入
学試験であるとも言えます。論理的で正確に記述・説明できる
能力も必須であり、問題冊子の【解答上の注意】をよく読み、
出題の内容を正確に把握・理解した上で解答していただきたい
と望んでいます。

生　　　物
評価方法
　高校で学ぶ生物学に関して、基礎的な知識を正確に修得して
いるか、問題文に示された実験や調査の内容を理解し、結果を
考察できるか、適切な用語を使って論理的に記述がされている
かを評価しました。
評価ポイント
1 細胞の構造とはたらきおよび呼吸と発酵に関する問題で
す。設問Ⅰでは、細胞小器官を分画する実験原理および各
小器官のはたらきを正しく理解しているかが評価のポイン
トです。設問Ⅱでは、酵素反応実験の原理および酵素反応
をよく理解しているかが評価のポイントです。設問Ⅲでは、
発酵に関する基礎的な知識について理解しているかが評価
のポイントです。また、発酵を利用した食品について、そ
の原理を種子の発芽の観点から説明できるかが評価のポイ
ントです。

2 遺伝子工学の手法についてその原理と応用を問う問題で
す。基本的な手法であるPCR法、遺伝子組換え技術、DNA
の塩基配列決定法、RNA干渉についてその方法の原理につ
いての基礎知識や応用例について正しく理解しているかが
評価のポイントです。

3 植物の環境応答と植物ホルモンに関する問題です。植物の
光刺激に対する応答について基礎的な知識を正しく習得
し、茎と根の光屈性の違いやオーキシンの極性移動のしく
みが正しく理解できているかが評価のポイントです。また、
交雑で得た後代の表現型から遺伝子の機能を明らかにする
実験手順を問うことで、論理的な思考能力を評価しました。

4 生態系の物質生産と遷移に関する問題です。植生の遷移に
ともなう物質生産の変化と、光合成特性をはじめとする植
物の特徴について出題しています。遷移の進行にともなう
植物の入れ替わりと物質生産の変化とを結びつけて理解で
きているかどうか、また、植物の入れ替わりと環境の変化
との関係について理解できているかどうかが評価のポイン
トです。

受験生へのメッセージ
　生物学は、生命を維持するのに共通な分子・細胞レベルの現
象、個体から個体群、生態系に至る現象まで、幅広い範囲にわ
たり体系化する学問です。知識はもちろんのこと、その知識を
体系化することが重要です。そのためには、机上の学習だけで
はなく、実験、観察などにも積極的に取り組むことが大切です。
また、生物学用語を漢字で書く場合には、正確に書いてください。

英　　語　（Z）
評価方法
　短めの論説文、やや長めの論説文、会話文とそれに関連する
自由作文の３問からなっています。全体として、英語の文章の
論理展開を正確に把握する力、英語の構造を理解し、また表現
の意図を適格に把握する力、英語で自分の考えを述べる力を、
論述式の問題、多肢選択問題、自由作文など、さまざまな形式
の問題を通して評価しています。
評価ポイント
1 数学と日常生活の関係についての短めの論説文です。
 ［1］ 論じられている内容について正しく理解しているかを、

日本語による説明記述の設問によって問うています。
 ［2］ 文章の前後を読み取り、主旨に合う語句を入れること

ができるかを、空所補充問題によって問うています。
 ［3］ 文章の流れを正しく把握し、適切な英語表現を選べる

かを、空所補充多肢選択問題によって問うています。
 ［4］ 文章の流れに沿ったトランジション表現を選ぶことが

できるかを、空所補充多肢選択問題によって問うてい
ます。

2 高校や大学の学部で習う科学と、博士課程での研究との違
いを論じた、やや長めの論説文です。

 ［1］ 前の段落の内容を受けて書かれている文の主旨を正し
く理解できているかを、要約文の空所補充問題によっ
て問うています。

 ［2］ 指示詞を含む表現について、文脈を読み取って正確に
理解できるかを、日本語による説明記述の設問によっ
て問うています。

 ［3］ 文章の構成を把握し、論じられている複数の点を見つ
け出して読み取る力を、日本語による説明記述の設問
によって問うています。

 ［4］ 英文の主旨を正確に理解する力を、多肢選択問題によっ
て問うています。

3 スマートフォンの新しい機種に関する会話文です。
 ［1］ 会話の内容とグラフを正確に理解し、適切な英語表現

を書く力を、空所補充問題によって問うています。
 ［2］ 会話の文脈に相応しい英語表現を選べるかを、空所補

充多肢選択問題によって問うています。
 ［3］ 会話の内容を理解しつつグラフを適切に読み取って英

語で表現する力を、多肢選択問題によって問うています。
 ［4］ 会話内容と関連のあるトピックについて、具体的な要

因を挙げながら自分の考えを英語でまとめ、表現する
力を問うています。

受験生へのメツセージ
　入学試験問題では、入学後に求められる英語のリーディング力、
ライティング力、コミュニケーション力の基礎となる英語力を、
筆記試験によって試しています。大学での学問の探究に必要とな
る論理的文章の読解量および表現力を養い、また英語のコミュニ
ケーションにおける総合力を高めるよう努めましょう。

数　　学　（Z）
評価方法
　高校で学習した教科書の用語、命題、公式を正しく理解し応
用する能力、論理的に思考し表現する能力を評価できるような
問題を作成しました。
　評価の基準となることは次の項目です。
(1)高校で学習する数学の基本的な事柄が理解できているか。
(2)最終的な答えに至る推論の記述が論理的でわかりやすいか。
(3)途中計算は正確か。
評価ポイント
1 空間ベクトルに関する問題です。〔1〕、〔3〕は線分の外分、〔2〕
は2つのベクトルが垂直であることと内積の関係について
の理解を確かめる問題です。〔3〕では与えられたベクトル
の等式から導かれる連立方程式を解く必要があります。〔4〕
は2直線の交点を求める問題で、〔3〕の結果を利用すると
解き易いでしょう。〔5〕は三角形の面積を変数を用いて表
し、その最小値を求める問題です。ベクトルの基礎に関す
る理解と計算力を評価しました。

2 複素数と無限級数に関する問題です。〔1〕は条件式を満た
す複素数を求めるために、実部と虚部の相等から連立方程
式を導き、これを解くことが必要です。〔2〕は複素数平面
上の角度を求める問題で、極形式を利用すると比較的容易
に解くことができます。〔3〕は複素数の累乗の計算にド・
モアブルの定理を用いることがポイントです。〔4〕は、〔3〕
で求めた数列が等比数列であることに気付き、無限等比級
数の収束条件を考慮しつつその和を求められるかを評価し
ました。

3 指数関数・三角関数を含む関数の微分についての問題です。
〔1〕は導関数を計算し方程式を立て、これを解く問題です。
〔2〕は本問の中心となる設問で、導関数を適切に変形して
その値が0となる点の個数を調べられるかを評価しました。
〔3〕(1)は導関数とグラフの概形の関係に関する理解を問う
問題です。〔3〕(2)は前問で与えられた点における正接を求
める問題で、三角関数の性質を利用して計算することがポ
イントです。

平成28年度入試の採点評価と合否判定等について
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4 平面上の2つの曲線についての問題です。〔1〕、〔2〕は、2
つの曲線の接線同士が垂直になるとき、その傾きの間の関
係から接線の方程式を導く問題です。〔3〕は、2つの接線
の交点と、もとの2つの曲線の交点を求め、2つの曲線と直
線で囲まれた部分の面積を計算する問題です。曲線と直線
の相互の位置関係を調べてグラフを描き、面積の計算をど
のように実行するかが評価ポイントです。

受験生へのメツセージ
　数学は科学技術の基礎であり、工学はいうまでもなく、農学
においても線形代数や微分方程式、統計処理などが使われてい
ます。学習にあたっては、教科書の命題や公式を覚えるだけで
なく、演習問題を解くことなどを通して、それらの意味を理解
するように心がけましょう。計算を最後まで実行して正しい答
えを導く訓練を繰り返すことは、数学的概念を理解するために
有益であり、さらに論理的能力を高めるために役立ちます。
　解答するときは、途中の計算をすべて書く必要はありません。
採点者が理解しやすいように要点をまとめて解答する習慣を身
につけましょう。

一般入試
■ 後期日程 ■

英　　語　（K）
評価方法
　やや短めの論説文、中程度の長さの論説文、やや長めのイン
タビュー形式の会話文、自由作文の４問からなっています。全
体として、英語の文章の論理展開を正確に把握する力、英語の
構造を理解し、また表現の意図を適格に把握する力、英語で自
分の考えを述べる力を、論述式の問題、多肢選択問題、自由作
文など、さまざまな形式の問題を通して評価しています。
評価ポイント
1 科学と人文学の違いについての、やや短めの論説文です。
 ［1］ 英文の文法構造、特にIt…that の強調構文と so…that 

構文の違いを正しく理解し、文脈に沿って読解できる
かを、英文和訳によって問うています。

 ［2］ 英文の前後を読み取り、適切な文法構造の英文を作成
できるかを、整序問題によって問うています。

 ［3］ 英文のなかのやや難易度の高い語彙の意味を文脈から
推測できるかを、多肢選択問題によって問うています。

 ［4］ 英文の主旨に関連する重要な語句について、文脈を理
解しつつ適切に解釈できるかを、日本語による論述式
の問題によって問うています。

 ［5］ 文中の語句の指す内容が具体的に説明されている箇所
を適切に見つけ出すことができるかを、文中から抜き
出す問題によって問うています。

 ［6］ 英文の前後関係を読み取り、文意を正確に把握できてい
るかを、空所補充多肢選択問題によって問うています。

2 過去半世紀のアジア太平洋地域の発展について論じた、中
程度の長さの論説文です。

 ［1］ 英文全体の主旨を正確に理解する力を、タイトルに相応
しい表現を文中から抜き出す問題によって問うています。

 ［2］ 英文の前後関係を読み取り、文意を正確に把握できて
いるかを、多肢選択問題によって問うています。

 ［3］ 英文の前後関係を読み取り、文意を正確に把握できて
いるかを、多肢選択問題によって問うています。

 ［4］ 英文の前後関係を読み取り、文意を正確に把握できて
いるかを、日本語による説明記述の問題によって問う
ています。

 ［5］ 英文の主旨を適切に把握する力を、多肢選択問題によっ
て問うています。

3 ソーシャル・メディアに関するインタビュー形式の会話文
です。

 ［1］ 会話の文脈を正確に理解し、かつ文法的に適切な表現
を選ぶ力を、空所補充多肢選択問題によって問うてい
ます。

 ［2］ (a)　会話の文脈に相応しい英語表現を選ぶ力を、多肢
選択問題によって問うています。

  (b)　会話の中で述べられている内容を、文脈に沿って
正しく把握しているかを、多肢選択問題によって問
うています。

  (c)　会話の文脈を正確に理解し、引用された英文の意
図を正しく解釈できるかを、多肢選択問題によって
問うています。

 ［3］ 会話の内容を正しく理解できるかを、多肢選択問題に
よって問うています。

 ［4］ 会話全体の主旨を適切に理解できるかを、要約英文の
空所補充問題によって問うています。

4 設問3と関連するトピックについて、自分の考えを具体的
な理由を挙げながら英語でまとめ、表現する力を問うてい
ます。

受験生へのメッセージ
　入学試験問題では、入学後に求められる英語のリーディング力、
ライティング力、コミュニケーション力の基礎となる英語力を、
筆記試験によって試しています。大学での学問の探究に必要とな
る論理的文章の読解量および表現力を養い、また英語のコミュニ
ケーションにおける総合力を高めるよう努めましょう。

物　　理　（K）
評価方法
　力と運動、波と光、電気と磁気、光熱とエネルギーという物
理の主要分野から一題ずつ、合計四題を出題しました。これら
の分野における物理の基本的概念を理解しているか、その概念
を正しく組み立てて考えることが出来るか、計算力や計算結果
を適切にグラフにあらわしたり、グラフを使った物理的な考察
をしたりすることができるかを評価しました。
評価ポイント
1 （力と運動)
 力学的エネルギーの保存、落下運動についての理解度を問
う問題です。与えられた問題文から、対象が液体であって
も力学的エネルギー保存の法則が適用できることを正しく
把握し、小穴から飛び出した液体の運動について実際の現
象と結び付けて説明できるかを評価しました。

2 （波と光）
 前半の反射の問題では、2種類の媒質から成る空間を光が
反射する際に「弱め合う」とはどういう物理現象なのか、
後半の透過の問題では、透過する際に速度、波長、周波数
がどう変化するか、あるいは屈折率とどのような関係があ
るか、基本的な理解を確認しました。反射の問題では、問
題を解いて行くに従い、干渉縞の形状が明確になっていき
ます。透過の問題では、屈折後の媒質II中での観測を想定し、
仮想波源の位置が実際の波源と異なることを、順番に問題
を解くことによって導出できます。いずれも、問題の意図
をくみ取れているかを評価しました。

3 （電気と磁気）
 交流の発生および変圧器を介した送電に関する問題です。
〔１〕では、電子に働くローレンツ力という微視的な描像に
基づき、交流電圧の発生原理について問いました。さらに、
発生した交流電圧の時間変化とコイルを貫く磁束の時間変
化の比較を通して、ファラデーの電磁誘導の法則を単なる
式の暗記ではなく、物理現象として正確に理解できている
かを評価しました。〔２〕では、変圧器の原理と送電時のエ
ネルギー損失について問いました。式の説明や理由を問う
問題を通して、物理の基本原理に基づいて式を説明できる
か、得られた解を実際の現象に結び付けて考えることがで
きるかを評価しました。

4 （熱とエネルギー）
 温度の異なる二つの物体間での熱の移動に伴う温度の変化
の過程を考える問題です。自然科学は実験や観察から得ら
れた具体的な結果から新たな法則を発見し（帰納的洞察）、
その新たな法則をそれまでに得られた法則から説明するこ
と（演繹的洞察）の繰り返しで発展します。〔1〕は具体的
な数値計算からステップ毎の温度変化の法則性を発見する
問題、〔2〕は発見した温度変化の法則性が一般的に成り立
つことを立証する問題です。計算結果から法則性を見出す
ことができるか、基本的な熱と熱容量の関係を基にして正
しく論理を組み立てることができるかを評価しました。

受験生へのメツセージ
　物理学は、日常生活の様々な場面で経験する自然現象を説明
する学問です。教科書にある内容を理解して、それを使って、
日常経験する様々な現象がどのように説明されるかを考えるこ
とで、物理学に対する興味や理解が深まるでしょう。公式に含
まれる物理的な意味をよく理解したり、グラフから物理現象を
想像したりするなど、より深い理解を目指すとともに、物理学
が実社会でのように使われているかを考えてみてください。
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化　　学　（K）
評価方法
　工学系科目として重要な化学に関する十分かつ幅広い基礎知
識を有しているか、その知識を適切に応用できるかを評価しま
した。また、論理的な思考を適切な文章や式で表現できるか、
計算結果だけでなくその導出過程を適切に表せるかをも評価し
ました。
評価ポイント
1 複数の金属イオンを含んだ水溶液に、試薬を加えたときに
生ずる特徴的な反応を利用しながら、イオンを確認する手
法を問う基礎的な問題です。錯イオン、硫化水素やカルシ
ウム化合物の性質のほか、化学の基礎的知識を問いました。
また、ヘンリーの法則や化学平衡について、正確に理解し
それを文章で説明できるかどうかを、記述問題により評価
しました。

2 弱塩基の強酸による中和滴定に関する問題を取り上げまし
た。中和滴定曲線から緩衝作用を正しく理解し、水溶液中
のイオンの種類や濃度の変化とpHとの関係を答えられるか
どうかを中心に評価しました。〔５〕では、アンモニアとア
ンモニウムイオンの量（濃度）を正確に把握し、それらの
値からpHを計算できるかどうかを問いました。〔６〕〔７〕
では、塩化アンモニウムの加水分解が混合水溶液の液性を
決めていることを理解しているかどうかを問いました。〔８〕
では、残った塩化水素の量によってpHが決まることを理解
しているかどうかを問いました。

3 有機化合物の官能基の性質に関して、多角的に問いました。
有機化合物は、官能基の違いにより異なる反応性を示しま
す。官能基に特徴的な基礎的反応の理解について、〔２〕、〔４〕
で問いました。また有機化合物は、官能基の反応性を利用
することで、分液操作により分離することも可能です。〔３〕
ではこれらについて、分液操作に関する基本的な実験操作
の内容も含めて問いました。

4 タンパク質を構造と機能の両面から総合的に理解している
かを評価しました。〔１〕ではアミノ酸やタンパク質の呈色
反応の原理を理解し使い分けできるか、等電点と電気泳動
での移動度との関係を理解できているかを評価しました。
〔２〕ではタンパク質の高次構造形成に働く様々な相互作用
を理解しているかを問いました。また、計算問題ではスク
ロース1分子からグルコースを、グルコース1分子から過酸
化水素を、それぞれ1分子ずつ生成することが計算の根拠
として記述できているか論理性を重視しました。

受験生へのメツセージ
　本当の化学を理解するには、物質の構造や性質等を機械的に
覚えるだけではありません。様々な化学反応や物性変化に関す
る実験や観察などに日頃の取り組みも大切です。また、出題内
容を正確に把握・理解する能力も確かめられます。

数　　学　（K）
評価方法
　高校で学習した教科書の用語、命題、公式を正しく理解し応
用する能力、論理的に思考し表現する能力を評価できるような
問題を作成しました。
　評価の基準となることは次の項目です。
(1)高校で学習する数学の基本的な事柄が理解できているか。
(2)最終的な答えに至る推論の記述が論理的でわかりやすいか。
(3)途中計算は正確か。
評価ポイント
1 平面図形と確率に関する複合問題で、〔1〕は平面図形、〔2〕
は確率に関する設問となっています。〔1〕(1)は、平面上の
3点を通る円の中心を求める問題で、円の中心と3点との距
離が等しいという条件から中心の座標がわかります。〔1〕(2)
は、不等式の表す領域を求める問題です。不等式を同値な
連立不等式に変形し、その連立不等式が表す領域を図示す
れば答えが得られます。双曲線と直線の位置関係を正しく
図示できるかが評価ポイントです。〔2〕(1)では、3点を通
る円が存在しない条件を図形的に言いかえ、その条件を満
たすさいころの出る目の組を求める必要があります。〔2〕(2)
は、〔1〕 (2)の結果を利用して、条件を満たすさいころの出
る目の組を調べれば求める確率が得られます。

2 積分で定まる関数f(x)についての問題です。積分の計算にお
いては、場合分けをして被積分関数の絶対値をはずす工夫

が必要です。〔1〕では、与えられた2点におけるf(x)の値を
求める際、自然対数の底が1より大きい実数であることを
考慮して、この2点が場合分けしたどの区間上の点である
かを決める必要があります。〔2〕は、関数f(x)の最小値を求
める問題です。上述の場合分けで得た関数の具体的な形を
用いて増減表を描き、極小値を求めます。極小値がいつ最
小値になるかを吟味する必要があります。〔2〕が解ければ
〔3〕はさほど難しくはありません。最小値の式を因数分解
した表示にすると、容易に答えを得ることができます。

受験生へのメツセージ
　数学は科学技術の基礎であり、特に工学では線形代数や微分
積分学などの習得は必須です。学習にあたっては、教科書の命
題や公式を覚えるだけでなく、演習問題を解くことなどを通し
て、それらの意味を理解するように心がけましょう。計算を最
後まで実行して正しい答えを導く訓練を繰り返すことは、数学
的概念を理解するために有益であり、さらに論理的能力を高め
るために役立ちます。
　工学部の後期日程では従来「物理・数学」、「化学・数学」の
いずれかを選択することになっていましたが、今年度は工学部
のすべての学科で後期日程において「数学」を単独の科目とし
て出題するようになりました。前期日程の数学に比べると試験
時間は短くなっているので、短時間で解答用紙に要領よく解答
を書く訓練もしておきましょう。解答するときは、途中の計算
をすべて書く必要はありません。採点者が理解しやすいように
要点をまとめて解答する習慣を身につけましょう。

特別入試（AO入試）
■ ゼミナール入試 ■

第1回ゼミナール
講義内容
　「生態系の構造について」というテーマのもと、個体数ピラ
ミッド、生物体量ピラミッド、エネルギーピラミッドという生
態ピラミッドについての説明を行いました。そして、それぞれ
のピラミッドはどのような特色を持っているか、その特色はど
のような要因によってもたらされているか、について解説を行
いました。
課　題
①生態ピラミッドについて
②生態ピラミッドの正立、倒立について
③一次生産者の生物量について
④栄養段階間変換効率について
⑤生態系の食物連鎖長について

第2回ゼミナール
実験内容
　「土壌の構造と機能」というテーマのもと、土壌の気相・液相・
固相の分布（三相分布）の求め方を、土壌円筒を用いて説明し
ました。その後、土壌気相の成分と大気の成分の濃度の違いに
ついて、実際に二酸化炭素濃度の測定を行い、その濃度の違い
を生み出す要因、などについて解説を行いました。
課　題
①土壌の持つ機能や役割
②三相分布の算出
③土壌気相と大気との成分比較
④土壌気相中の酸素消費
⑤三相分布と温室効果ガスの発生について

面　　　接
評価方法
　面接は、面接担当者3名により、各受験生あたり10 ～ 15分
程度行い、志望動機、理科に対する関心、環境問題に関する意
識、課外活動や社会活動への参加実績、将来の進路展望などに
ついてうかがいました。また、質問の意味を正しく理解してい
るか、明快で論理的な回答ができているか、礼儀の面での問題
はないか、などについても評価の対象としました。
評価ポイント
　本学科への適性、理科や環境問題に対する関心、入学後の学
習や将来進路に対する意欲などを判断基準としてそれぞれの項
目について採点しました。

平成28年度入試の採点評価と合否判定等について
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受験生へのメッセージ
　ゼミナール入試で扱う内容は、ほとんどの受験生にとっては
初めて見聞きするものだと思います。でも、身近で重要な話題
や現象をわかりやすく扱っているので、特に将来研究者を志望
している受験生にじっくりと取り組んでもらいたいと思います。

特別入試（AO入試）
■ SAIL入試 ■

プレゼンテーションおよび面接

（工学部　物理システム工学科）
評価方法
　「特別活動レポート」の内容に関するプレゼンテーションと
「特別活動レポート」およびプレゼンテーションの内容に関す
る質疑応答を含む面接を実施して、自然科学や技術に対する好
奇心の旺盛さと、物事を論理立てて考える能力、自分の言葉で
わかりやすく説明できる能力を評価しました。
評価ポイント
　1）自然科学や技術への興味・好奇心がうかがえるか。
　2）結果から結論に至る道筋を明確に示すことができるか。
　3）自分の言葉でわかりやすく説明できるか。

（工学部　情報工学科）
評価方法
　特別活動レポートの内容を裏付けるための口頭によるプレゼ
ンテーションと、その内容に関する質疑応答を通した問題解決
能力の確認および数学と情報に関する基礎能力の確認を含む面
接を行い、将来、先進的な研究成果を挙げ、それを発表するた
めの能力を習得できるかどうかに焦点を当てて評価しました。
評価ポイント
　基本的には以下の項目に評価ポイントを置きました。
　1）新たな情報工学技術の創出への意欲
　2）志願者が自ら考え、実装を施した過程と注いだ労力
　3）特別活動において得られた成果と知見
　4）志願者の情報工学技術者・研究者としての潜在的能力

特別入試
■ 私費外国人留学生入試 ■

学力検査（日本語）
評価方法
　日本語の試験の目的は、大学で勉強していける日本語力があ
るかどうかをみることです。みなさんは、大学で日本語を使っ
て勉強します。教科書や参考書を読んだり、レポートを書いた
りする力が必要です。そのため、入学試験では＜読解＞と＜作
文＞を中心にみています。
　外国語の文章の中に知らない表現があるのはふつうです。で
すから、試験のときに辞書を引いていいことにしています。ふ
つうのときと同じ状態で読んで、どのくらい理解できるかを試
験しています。文法や文字・語彙の知識を直接聞く問題はあり
ませんが、文を書くときや文章を読むときに、文法や文字・語
彙の知識を使えているか、文脈を正しく把握できているか、文
章を理解して適切に要約できるかを見ています。
評価ポイント
1 文脈の中で言い換え、指示などの照応関係を正しく把握し
て論理的に読む力を見ています。１～５は、言い換え、指
示を正しく理解しているか。７は文章を正確に理解して要
約できるか。

2 文章を論理的に読み取り内容を理解する力を見ています。
１～４は指示されている内容を文脈の中で正しく理解して
いるか。５は表現の意味が理解できているか。６、７は文
章を正確に理解して説明できるか。

受験生へのメッセージ
　日本語はみなさんが大学で勉強するために絶対必要な道具で
す。大学ではほとんどの場合、講義も日本語で行われますし、
教科書も日本語で書かれています。試験やレポートも日本語で
す。これからの勉強のため、論理的な文章をたくさん読んで、
内容をまとめる練習をしてください。

面　　　接

（農　学　部）
評価方法
　面接は、1）勉学に関すること、2）生活と社会に関すること、3）
面接態度、4）学科による評価項目、5）日本語能力の5項目につ
いて、面接担当者3～4名により、各受験生あたり10分～15分程
度の質疑応答を行い、各項目について10段階で評価しました。
評価ポイント
　志望動機、志望学科への適性、入学後の学習意欲、日本語の
表現力、思考力などを評価ポイントとしています。

（工　学　部）
評価方法
　工学部では各学科の選考方針に従い、口頭試問を実施しまし
た。学科により異なりますが、面接室を1箇所から数箇所設け
て、複数の面接担当者により、多面的に質問し、その応答態度・
方法・内容を数値化して判定しました。
評価ポイント
　基本的には以下の項目に評価ポイントを置きました。
　  1）学科志望の動機とその分野への情熱
　  2）工学への適性とそれを裏付ける思考力
　  3）工学と社会の動向の関連に対する関心
　  4）自説の論理的な展開

特別入試
■ 推薦入試Ⅱ（工学部） ■

（工　学　部）
小論文（物理システム工学科・情報工学科を除く）

【生命工学科】
評価方法
　生命に関連する科学や工学に関する200語程度の英文を出題
し、書かれている内容の理解度や、内容に関する受験者の考え
を評価しました。答案は短い文章で記載する形としました。
評価ポイント
　1）英文が理解できる英語力があるか。
　2）理科の知識に基づき、内容が正確に理解できているか。
　3）論理的な思考ができているか。
　4）文章が明確に書かれているか。
　5）いろいろな観点から客観的に物事を論じているか。
【応用分子化学科】
評価方法
　簡単な化学反応を取り上げ、用いた化合物の役割を実験的に
調べる手順と予想される結果について、図を用いずに日本語の
文章で説明してもらいました。化学の基礎知識のみでなく、課
題に対する現実的な問題点の指摘や実験上の工夫など、洞察力
や課題解決のための発想力を特に高く評価しました。
評価ポイント
　1）化学に対する興味を裏付ける的確な基礎知識と理解力
　2）与えられた課題を解決するための手順を構築する発想力
　3）問われている課題に対し、論理的整合性を持った考察が

できているか
　4）日本語の文章表現が正確であるか
【有機材料化学科】
評価方法
　化学に関連する科学や技術についての英文記事を読ませ、そ
の内容に関する受験生の理解と、それに加えて別の事象との類
似性についての考察を課して、論理的思考による文書理解・文
書作成能力の評価を行いました。
評価ポイント
　1）化学的な視点で物事を捉えられているか評価しました。
　2）社会的な科学・技術の話題への関心をもっているか評価

しました。
　3）受験生にとって未知の物事の考察を進める姿勢・能力と

論理的展開力を評価しました。
　4）文書作成能力を評価しました。



26

【化学システム工学科】
評価方法
　Nature誌に掲載された記事の一部を読んでもらい、著者が
指摘している問題を理解しているかを評価するとともに、食料・
環境・エネルギーについて自分の考えを述べてもらいました。
英文読解力、論理的思考、作文能力、科学技術者を志向する者
としての意識を評価し、以下の評価ポイントに基づき採点しま
した。
評価ポイント
　1）与えられた英文の内容が正しく読み取れているかを評価

しました。
　2）出題された問題に対し、自分の考えが論理的にまとめら

れているかを評価しました。
　3）出題された問題に対し、指定された文字数で正しい文章

としてまとめられているかを評価しました。
　4）解答全体を通して、科学技術者を志す者としての意識や

考えが述べられているかを評価しました。
【機械システム工学科】
評価方法
　物理に関する設問に関し記述式で論述することで、物理概念
の理解、論理的な文章作成表現力などに加え、説明に必要な条
件や変数を適切に設定できるかも評価しました。
評価ポイント
　1）設問の内容を読み解く物理、数学の基本的知識と読解力
　2）物理概念を理解して、変数を設定して一般化し、必要な

公式を用いる物理的素養
　3）論理的に解答を導き、自分の考えを適切に表現する文章力
【電気電子工学科】
評価方法
　電気電子工学に関連した物理の課題に対し、そのモデル化、
論理的・数学的解決力、および表現力を評価しました。正解を
出すことだけを目的として評価は行っておりません。適切な問
題設定を行い、自ら解決する道筋を考え、それらを分かりやす
く説明する力を評価しました。
評価ポイント
　1）物理、数学の基本的な知識を持っており、運用できるか

を評価しました。
　2）日本語、図面により適切に表現できるかを評価しました。
　3）様々な条件を考え、適切に分類、表現する問題設定能力

を備えているかを評価しました。
　4）論理的な問題解決能力を備えているかを評価しました。

面　　　接
評価方法
　工学部では各学科の選考方針にしたがい口頭試問を実施しま
した。学科により異なりますが、面接室を１箇所から数箇所設
けて、複数の面接担当者により、多面的に質問し、その応答態
度・方法・内容を数値化して判定しました。
評価ポイント
　基本的には以下の項目に評価ポイントを置きました。
　１）学科志望の動機とその分野への情熱
　２）工学への適性とそれを裏付ける思考力
　３）工学と社会の動向の関連に対する関心
　４）自説の論理的な展開
　５）独創的・個性的なヴィジョン
　６）これまでの勉強・学習内容

特別入試
■ 帰国子女入試（工学部） ■

（工　学　部）
小論文（生命工学科・電気電子工学科・情報工学科を除く）

【応用分子化学科】
評価方法
　質量分析計を用いずにある化合物の分子量を実験により求め
るための原理、実験方法、実験装置、さらに実験を行う際の注
意点を解答用紙３枚以内で説明してもらいました。教科書など
に記載されている内容のみならず、実際に実験を行う際に問題
となる誤差を少なくするための工夫や、危険を回避するための

対策に関する説明を評価しました。
評価ポイント
　1）原理が正しく理解されており、計算式とともに説明され

ているか
　2）必要な器具や実験手順などが正確に図示され、記述され

ているか
　3）誤差が生じる要因に対する考察と正確に分子量を求める

ための工夫
　4）実験の安全に対する洞察力
　5）文章が正確かつ論理的に書かれているか
【化学システム工学科】
評価方法
　Nature誌に掲載された記事の一部を読んでもらい、著者が
指摘している問題を理解しているかを評価するとともに、環境・
エネルギーについて自分の考えを述べてもらいました。英文読
解力、論理的思考、作文能力、科学技術者を志す者としての意
識を評価し、以下の評価ポイントに基づき採点しました。
評価ポイント
　1）与えられた英文の内容が正しく読み取れているかを評価

しました。
　2）出題された問題に対し、自分の考えが論理的にまとめら

れているかを評価しました。
　3）出題された問題に対し、指定された文字数で正しい文章

としてまとめられているかを評価しました。
　4）解答全体を通して、科学技術者を志す者としての意識や

考えが述べられているかを評価しました。
【機械システム工学科】
評価方法
　物理に関する設問に関し記述式で論述することで、物理概念
の理解、論理的な文章作成表現力などを評価しました。また、
説明に必要な条件や変数を適切に設定することができるかも評
価しました。
評価ポイント
　1）鉛直面内の円運動に関し、遠心力と重力の関係に関する

条件を適切に導くことができるか。さらに、力学的エネル
ギー保存法則を理解して適切に式を導くことができるか。

　2）摩擦係数の概念を理解して、適切に条件を導くことがで
きるか。三角関数の式変形を適切に行うことができるか。

　3）静止摩擦と動摩擦の関係と、物体にはたらく力と運動の
関係を、適切に理解し説明することができるか。

※有機材料化学科、物理システム工学科は受験者がいなかった
ため、平成28年度帰国子女入試を実施しませんでした。

面　　　接
評価方法
　工学部では各学科の選考方針にしたがい口頭試問を実施しま
した。学科により異なりますが、面接室を１箇所から数箇所設
けて、複数の面接担当者により、多面的に質問し、その応答態
度・方法・内容を数値化して判定しました。
評価ポイント
　基本的には以下の項目に評価ポイントを置きました。
　１）学科志望の動機とその分野への情熱
　２）工学への適性とそれを裏付ける思考力
　３）工学と社会の動向の関連に対する関心
　４）自説の論理的な展開
　５）独創的・個性的なヴィジョン
　６）これまでの勉強・学習内容

平成28年度入試の採点評価と合否判定等について
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平成28年度入学試験問題

物　理（Z）
化　学（Z）
生　物
英　語（Z）（著作権の関係で掲載を差し控えさせていただきます。）
数　学（Z）

一般入試後期日程（個別学力検査）

英　語（K）（著作権の関係で掲載を差し控えさせていただきます。）
物　理（K）（工学部）
化　学（K）（工学部）
数　学（K）（工学部）

特別入試
（帰国子女（農学部）および社会人は上記①のとおり）

■ 私費外国人留学生
　 学力検査（日本語）（著作権の関係で掲載を差し控えさせていただきます。）

■ 推薦入試Ⅱ（工学部、生命工学科、応用分子化学科、有機材料化学科、
　 化学システム工学科、機械システム工学科、電気電子工学科）
　 小論文（著作権の関係で掲載を差し控えさせていただきます。）

■ 帰国子女（工学部　応用分子化学科、有機材料化学科、化学システム工学科、
機械システム工学科、物理システム工学科）

　 小論文（著作権の関係で一部掲載を差し控えさせていただきます。）

①

②

③

一般入試前期日程（個別学力検査）
特別入試（帰国子女（農学部）および

社会人（理科と英語のみ出題））
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学部1年次　入試関係資料について
本学では、次の入試関係資料を学務部入試課窓口等で配付しています。

○ 大学案内
○ 入試情報
○ 入学者選抜要項
○ A O入試学生募集要項

（平成29年度入試）

5月中旬～
6月中旬～
7月中旬～
7月中旬～（平成29年度入試）

○特別入試学生募集要項
○一般入試学生募集要項

8月下旬～
10月下旬～

（平成29年度入試）
（平成29年度入試）

募集要項等の請求方法

（2）テレメールで請求する場合（一般入試学生募集要項、特別入試学生募集要項、
　 AO入試学生募集要項、入学者選抜要項および大学案内）

（1）大学のホームページから請求する場合

① インターネット（パソコン・スマートフォン・携帯電話）または自動音声応答電話をご利用ください。

② 資料請求番号（6桁）をプッシュしてください。

③ 後はガイダンスに従って操作してください。料金は、資料が届いたら同封の振込用紙により振り込んでください。
　 受付から2、3日で送付されます。ただし、発送開始までの請求は予約受付となり、発送開始日になりましたら一斉に発送します。
＊資料請求終了時および受付確認メール内で告知される10桁の「受付番号」は、資料到着まで保管しておいてください。
＊料金は、お届けする資料に同封されている支払い方法に従いお支払いください。
＊自動音声応答電話によるご請求の場合、住所、氏名の登録時は、ゆっくり・はっきりとお話ください。登録された音声が
　不鮮明な場合は資料をお届けできないことがあります。

《テレメールでの請求に関するお問い合せ先》
　テレメールカスタマーセンター　050-8601-0102（9：30～18：00）
　※テレメールカスタマーセンターは、株式会社フロムページが管理・運営しています。

　本学のホームページから直接、「テレメール」「モバっちょ」による資料請求ができます。
詳しくは、東京農工大学ホームページ（http://www.tuat.ac.jp/）をご覧ください。

（3）モバっちょで請求する場合（一般入試学生募集要項、特別入試学生募集要項、
　 AO入試学生募集要項、入学者選抜要項および大学案内）

① インターネット（パソコン・スマートフォン・携帯電話）をご利用ください。

http://djc-mb.jp/tuat9/
パソコン・スマートフォン・携帯電話とも共通アドレスです。

対応する携帯電話で
読み取ることができます。

※IP電話：一般電話回線からの通話料金は、日本全国どこからでも3分ごとに約12円です。

582320 562300入学者選抜要項 入学者選抜要項+大学案内

548860特別入試学生募集要項+大学案内
一般入試学生募集要項+大学案内 542300

582340特別入試学生募集要項
581780A O入試学生募集要項

582300一般入試学生募集要項

582440A O入試学生募集要項+大学案内

資　料　名 資料請求番号 資料請求番号資　料　名

（050）8601－0101
（24時間受付）

インターネット（パソコン・スマートフォン・携帯電話）の場合

http://telemail.jp

テレメール
I P 電話※

パソコン・スマートフォン・携帯電話でバーコードを
読み取り、アクセスした場合は、資料請求番号の
入力は不要です。

自動音声応答電話の場合

大学案内のみ 562320
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② ガイダンスに従って登録してください。
　【料金の支払い方法等】
　　ⅰ請求時払い：スマホ払い、携帯払い、クレジットカード払いができます。（支払手数料は別途50円必要です。）

※スマートフォンの機種・携帯電話、携帯電話会社との契約状況によって、通話料金と一緒にお支払いできない場合
がございます。その場合、コンビニ後払いを選択してください。

　　ⅱ後払い：資料到着後、コンビニでお支払いください。（支払手数料は別途126円必要です。）
③請求から2～5日程で送付されます。宅配発送の場合は1～3日で送付されます。
《モバっちょでの請求に関するお問い合わせ先》
　大学情報センター株式会社　モバっちょカスタマーセンター　050-3540-5005（平日10：00～18：00）

（4）宅配で請求する場合（一般入試学生募集要項、特別入試学生募集要項および
　 A O入試学生募集要項）

（5）大学へ直接請求する方法（一般入試学生募集要項、特別入試学生募集要項、
　 A O入試学生募集要項、入学者選抜要項および大学案内）

① 受付期間

② 申込み先

③ 問い合わせ先

1）郵送による場合

2）直接取りにくる場合

＜請求方法＞

東京農工大学生協
電　話：042－366－0762（夏季休業日・年末年始・土日・祝日を除く10時～14時）

042－352－7222
（24時間受付）

　インターネット（パソコン・スマートフォン）またはFAXで申し込んでください。平日の14時までの申込みは当日受付となり、原
則として受付日当日に発送し翌日の配達となります。ただし、平日の14時以降・夏季休業日（8月10日～19日）・年末年始
（12月27日～1月6日）・土日・祝日の申込みは、明けて翌日の発送となります。また、北海道・九州・沖縄・離島は、発送後の
翌 日々の配達となります。送料は着払いです。
　なお、配達予定日を過ぎても到着しない場合は、③の問い合わせ先にご連絡ください。

切手をはり付けた返信用封筒（角形2号の封筒に、郵便番号、住所、氏名を明記してください。）を同封のうえ、申し込ん
でください。

①返信用封筒に300円（速達の場合は620円）の切手をはり付けてください。
② 請求用封筒に返信用封筒を入れ、表のあて名の横に「一般入試学生募集要項請求」・「特別入試学生募集要項請
求」・「AO入試学生募集要項請求」・「入学者選抜要項請求」・「大学案内請求」の別を、必ず朱書きで明記してください。

　なお、返信用封筒には「送り先」および「ゆうメール」と記載してください。
③請求先　東京農工大学学務部入試課入学試験係（〒183－8538　東京都府中市晴見町3－8－1）

下記の窓口で入手できます。月～金曜日（土日・祝日を除く）8：30～12：00、13：00～17：00
学務部入試課入学試験係（東京都府中市晴見町3－8－1）
小金井地区事務部学生支援室入学試験係（東京都小金井市中町2－24－16）

特
別
入
試

推 薦 I I（工学部）
帰国子女（工学部）

推 薦 I I（農学部）
帰国子女（農学部）
社 会 人

平成28年 9月 1日～平成28年10月24日

平成28年 9月 1日～平成29年 1月10日

平成28年 9月 1日～平成29年 1月20日
平成28年10月下旬～平成29年 1月20日

私費外国人留学生

平成28年 8月 1日～平成28年 9月12日A O入試

一　般　入　試

インターネット（パソコン・スマートフォン）の場合

http://www.univcoop.jp/tuat
フォームに必要事項を入力し、内容を確認のうえ、送信してください。

FAXの場合

※大学案内は、いずれの資料を請求しても、1冊配達されます。
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入試の種類について

選抜区分 実施学部 入試概要等
（詳細は必ず、募集要項を確認ください）

掲　載
ページ

農学部第３年次編入学 農学部
（共同獣医学科を除く）

近年の社会および産業構造の変化に伴い、広く社会に門戸を開くこと
を目的として、学士号取得者、大学に一定期間以上在学した者、短期
大学および高等専門学校の卒業者および卒業見込者について、本学部
の専門教育を履修する機会を提供する編入学試験を実施します。

54・55

農学部共同獣医学科
学 士 編 入 学
（第２年次または第３年次編入）

農学部
（共同獣医学科）

畜産関連学部はもとより、理工系学部、文科系学部を卒業した者であっ
ても、その分野において相当の知識を有し、優れた人間性と将来性豊
かな者に獣医師として活躍する道を開くために、編入学試験を実施し
ます。

56・57

工
学
部
第
３
年
次
編
入
学

推 薦 入 試 工学部
（物理システム工学科を除く）

志望学科の学問領域を専攻する意思が強く、学力・人物ともに優秀（学
力については成績上位20％以内）であって学校長が責任を持って推薦
できる高等専門学校卒業見込者を対象に編入学試験を実施します。

54・55

学 力 検 査 入 試 工学部
（物理システム工学科を除く）

高等専門学校および短期大学の卒業者および卒業見込者、学士号取得
者、大学に一定期間在学した者で出願資格を満たす者、専修学校の専
門課程の修了者および修了見込者、高等学校等の専攻科の課程の修了
者および修了見込者を対象に編入学試験を実施します。

54・55

社 会 人 特 別 入 試 工学部
（物理システム工学科を除く）

入学時において企業等に正規の職員またはそれに準ずる者として1年
以上勤務した経験のある者または勤務中の者で出願資格を満たす者を
対象に編入学試験を実施します。

56・57

平成29年度入学試験日程

日　程
選　抜

募集要項
配布時期 出願期間 試験期日 合格発表 入学手続期限

農学部第３年次編入学 4月上旬
平成28年 9月 2日（金）

～

平成28年 9月 9日（金）
9月30日（金） 10月14日（金） 平成29年3月14日（火）

農学部共同獣医学科
学 士 編 入 学
（第２年次または第３年次編入）

4月上旬
平成28年 9月 2日（金）

～

平成28年 9月 9日（金）
9月30日（金） 10月14日（金） 平成29年3月14日（火）

工
学
部
第
３
年
次
編
入
学

推 薦 入 試 11月上旬
平成28年 5月16日（月）

～

平成28年 5月19日（木）

第一次選考（書類選考）
結果通知 5 月26日（木）
第二次選考（面接試験）

6月 6日（月）
7月15日（金） 平成29年3月14日（火）

学 力 検 査 入 試 11月上旬
平成28年 6月15日（水）

～

平成28年 6月21日（火）

7月 7日（木）
・

7月 8日（金）
7月15日（金） 平成29年3月14日（火）

社 会 人 特 別 入 試 11月上旬
平成28年 6月15日（水）

～

平成28年 6月21日（火）
7月 7日（木） 7月15日（金） 平成29年3月14日（火）

◎学部編入学試験
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第3年次編入学
農学部

第3年次編入学
工学部

学士編入学
農学部共同獣医学科

第1次選考
（書類選考）
5月26日㈭

第2次選考
（面接試験）
6月6日㈪

試験日
9月30日㈮

試験日
7月7日㈭～8日㈮

試験日
7月7日㈭

試験日
9月30日㈮

合格発表
7月15日㈮

合格発表
10月14日㈮

合格発表
10月14日㈮

出願期間
9月2日㈮～
　　　9日㈮

推薦入試

出願期間
5月16日㈪～
　　　19日㈭

出願期間
6月15日㈬～21日㈫

学力検査入試 社会人特別入試
出願期間
9月2日㈮～
　　　9日㈮

入学手続期限
3月14日㈫

入学手続期限
平成29年3月14日㈫

入学手続期限
3月14日㈫

学部編入学試験
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平成29年度入学試験の入学定員および募集人員

選　抜　の　区　分
第　3　年　次　編　入　学 学士編入学

農学部 工　　学　　部
農学部学力検査

入 試 推薦入試 学力検査
入試

社会人
特別入試

出　願　期　間 9月2日～
9月9日

5月16日～
5月19日

6月15日～
6月21日

9月2日～
9月9日

選　抜　期　日 9月30日 6月6日 7月7日・
7月8日 7月7日 9月30日

学
部 学　科　名 募集コース名 編入学

定　員 募　集　人　員

農　
　

学　
　

部

生 物 生 産 学 科 若干名

募集
しない

応 用 生 物 科 学 科 若干名

環 境 資 源 科 学 科 若干名

地域生態システム学科 若干名

共 同 獣 医 学 科 募集
しない 若干名

学 部 計

工　
　

学　
　

部

生 命 工 学 科 11 4人程度 7人程度 若干名

応 用 分 子 化 学 科 5 2人程度 3人程度 若干名

有 機 材 料 化 学 科 5 2人程度 3人程度 若干名

化学システム工学科 5 2人程度 3人程度 若干名

機械システム工学科
航空宇宙エネルギーコース

16 8人程度 8人程度
若干名

車両制御ロボットコース 若干名

物理システム工学科 募集
しない

募集
しない

募集
しない

電 気 電 子 工 学 科
システムエレクトロニクスコース

20 ９人程度 11人程度
若干名

電子情報通信工学コース 若干名

情 報 工 学 科 8 3人程度 5人程度 若干名

学 部 計 70 3０人程度 4０人程度

備考　① 学士編入学は、原則として第2年次編入です。ただし、6年制の医学・薬学・歯学系大学および学部を卒業したもの（見込
みを含む）は共同獣医学科の第3年次への編入になります。

　　　② 物理システム工学科は、編入学試験を実施しません。
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【第3年次編入学】
■ 学力検査入試
学部 学　　科 出　願　資　格　・　要　件　等

農　
　

学　
　

部

生 物 生 産 学 科
応 用 生 物 科 学 科
環 境 資 源 科 学 科
地域生態システム学科

次の（1）～（6）のいずれかに該当し、かつ（7）に該当する者
【学歴に関する出願資格】
（1）大学を卒業した者および平成29年3月卒業見込みの者
（2）修業年限4年以上の大学に2年以上在学し（休学期間を除く。平成29年3月までに2年以上在学す

る者を含む。）卒業に必要な単位のうち62単位以上を修得して（平成29年3月までに修得見込み
を含む。）退学した者（平成29年3月までに退学見込みの者を含む。）

（3）短期大学を卒業した者および平成29年3月卒業見込みの者
（4）高等専門学校を卒業した者および平成29年3月卒業見込みの者
（5）高等学校（中等教育学校の後期課程および特別支援学校の高等部を含む。）の専攻科の課程（修

業年限が2年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満たすものに限る。）を修了し
た者または平成29年3月修了見込みの者（いずれも学校教育法第90条第1項に規定する者に限る。）

（6）専修学校の専門課程（修業年限が2年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満た
すものに限る。）を修了した者または平成29年3月修了見込みの者（学校教育法第90条第1項に規
定する者に限る。）

※外国における大学を学歴に関する出願資格とする場合は、事前相談を行うこと。

【英語能力に関する出願資格】
（7）TOEIC（公開テスト）、TOEFL（Paper-Based）またはTOEFL（Internet-Based）のいずれか

のスコアを取得している者（ただし、いずれも出願時において取得後2年以内に限る。）

工　
　

学　
　

部

生 命 工 学 科
応 用 分 子 化 学 科
有 機 材 料 化 学 科
化 学 シ ス テ ム 工 学 科
機 械 シ ス テ ム 工 学 科
　・航空宇宙エネルギーコース
　・車両制御ロボットコース
電 気 電 子 工 学 科
　・システムエレクトロニクスコース
　・電子情報通信工学コース
情 報 工 学 科

次のいずれかに該当する者
（1）高等専門学校を卒業した者または平成29年3月卒業見込みの者
（2）大学を卒業した者または平成29年3月卒業見込みの者
（3）修業年限4年以上の大学に2年以上在学し（休学期間を除く。平成29年3月までに2年以上在学す

る者を含む。）48単位以上を修得して（平成29年3月までに修得見込みを含む。）退学した者（平
成29年3月までに退学見込みの者を含む。）

（4）短期大学を卒業した者または平成29年3月卒業見込みの者
（5）専修学校の専門課程（修業年限が2年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満た

すものに限る。）を修了した者または平成29年3月修了見込みの者（学校教育法第90条第1項に規
定する者に限る。）

（6）高等学校（中等教育学校の後期課程および特別支援学校の高等部を含む。）の専攻科の課程（修
業年限が2年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満たすものに限る。）を修了し
た者または平成29年3月修了見込みの者（いずれも学校教育法第90条第1項に規定する者に限る。）

（7）その他本学が（1）から（6）のいずれかと同等と認めた者

■ 推薦入試
学部 学　　科 出　願　資　格　・　要　件　等

工　
　

学　
　

部

生 命 工 学 科
応 用 分 子 化 学 科
有 機 材 料 化 学 科
化 学 シ ス テ ム 工 学 科
機 械 シ ス テ ム 工 学 科
　・航空宇宙エネルギーコース
　・車両制御ロボットコース
電 気 電 子 工 学 科
　・システムエレクトロニクスコース
　・電子情報通信工学コース
情 報 工 学 科

次の（1）、（2）に該当する者
（1）高等専門学校を平成29年3月卒業見込みで、出身学校長が人物、学力ともに優れていると認めた者
（2）各学年の学科現員に対する成績の席次割合（％）を算出し、それら1学年から4学年までの席次

割合（％）の平均が上位20％以内の者
　なお、席次を定めていない高等専門学校からの推薦および高等学校からの編入により（2）の評
価のできない者の推薦は受け付けません。ただし、高等専門学校の3年次に編入した外国人留学生
については、出身学校長が上記の推薦入学出願資格者と同等以上の学力があると認めて、特に推薦
する場合はこの限りではありません。

出願資格・要件等、選抜方法

学部編入学試験
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選　　抜　　方　　法
学力検査・英語（TOEIC 等の成績）・成績証明書・口述試験を総合して選考します。
（1）学力検査科目

学　科　名 受験を要する科目 出　題　範　囲
生 物 生 産 学 科

化学・生物学の2科目 大学教養程度応 用 生 物 科 学 科
環 境 資 源 科 学 科
地域生態システム学科

学力検査、面接試験、成績証明書等を総合して判定します。
●学力検査科目

学　　　科
共　　　通　　　科　　　目

専門科目
（筆記試験）

専門科目
（口述試験）自　然　科　学 外国語

数　学 理　科＊ 英　語
生 命 工 学 科 ○ 物理・化学・生物から2科目選択 ○ ○
応 用 分 子 化 学 科 ○ 物理・化学必修 ○ ○
有 機 材 料 化 学 科 ○ 物理・化学必修 ○ ○
化学システム工学科 ○ 物理・化学必修 ○ ○
機械システム工学科 ○ 物理・化学必修 ○ ○
電 気 電 子 工 学 科 ○ 物理必修 ○ ○
情 報 工 学 科 ○ 物理必修 ○ ○
＊　理科については学科の指定のとおり受験してください。指定された科目以外を受験した場合は無効となります。

選　　抜　　方　　法
第一次選考においては、推薦書および調査書により書類選考を行います。
第二次選考においては、面接試験を実施します。なお、学科（コース）によっては、当日面接の参考資料にするため、口述または筆記に
よる簡単な基礎学力テストを行う場合があります。
※推薦入試における面接試験の参考資料としての「口述または筆記による簡単な基礎学力テスト」の内容

学　　　科 コース 内　　　　　容

生 命 工 学 科 基礎的な英語読解力についての試験および現在高等専門学校で行っている卒業研究
の内容についての質問等を面接時に行う。

応 用 分 子 化 学 科 書類選考の結果により、面接の参考として口述または筆記試験を行う場合がある。
その内容としては物理化学、有機化学、無機・分析化学、英語について高等専門学
校卒業程度。

有 機 材 料 化 学 科
化学システム工学科

機械システム工学科 全コース 小論文を課すとともに、数学・物理・英語・機械工学の基礎的内容に関する口述試
験を行う。出題範囲は高等専門学校卒業までに修得する程度。

電 気 電 子 工 学 科 全コース 電磁気学、電気電子回路、計算機基礎などの電気電子工学の基礎的内容について口
述試験を行う。内容は高等専門学校卒業程度。

情 報 工 学 科 書類選考の結果により、問題解決の筋道を問う口述試験を行う場合がある。
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■ 社会人特別入試
学部 学　　科 出　願　資　格　・　要　件　等

工　
　

学　
　

部

生 命 工 学 科
応 用 分 子 化 学 科
有 機 材 料 化 学 科
化 学 シ ス テ ム 工 学 科
機 械 シ ス テ ム 工 学 科
　・航空宇宙エネルギーコース
　・車両制御ロボットコース
電 気 電 子 工 学 科
　・システムエレクトロニクスコース
　・電子情報通信工学コース
情 報 工 学 科

　入学時に（平成29年4月1日）において企業等に正規の職員またはそれに準ずる者として通算1年
以上（満1年を含む）勤務した経験のある者または勤務中の者で、出願時において次のいずれかに
該当する者
（1）高等専門学校を卒業した者または平成29年3月卒業見込の者
（2）大学を卒業した者または平成29年3月卒業見込みの者
（3）修業年限4年以上の大学に2年以上在学し（休学期間を除く。平成29年3月までに2年以上在学す

る者を含む。）48単位以上を修得して（平成29年3月までに修得見込みを含む。）退学した者（平
成29年3月までに退学見込みの者を含む。）

（4）短期大学を卒業した者または平成29年3月卒業見込みの者
（5）専修学校の専門課程（修業年限が2年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満た

すものに限る。）を修了した者または平成29年3月修了見込みの者（学校教育法第90条第1項に規
定する者に限る。）

（6）高等学校（中等教育学校の後期課程および特別支援学校の高等部を含む。）の専攻科の課程（修
業年限が2年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満たすものに限る。）を修了し
た者または平成29年3月修了見込みの者（いずれも学校教育法第90条第1項に規定する者に限る。）

（7）その他本学が（1）から（6）のいずれかと同等と認めた者

【学士編入学（第2年次または第3年次編入学）】
学部 学　　科 出　願　資　格　・　要　件　等

農　
　

学　
　

部

共 同 獣 医 学 科

次の（1）～（4）のいずれかに該当する者で、かつ（5）を満たす者
【学歴に関する出願資格】
（1）大学を卒業した者および平成29年3月までに卒業見込みの者
（2）学校教育法第104条第4項の規定により、独立行政法人大学改革支援・学位授与機構から学士の

学位を授与された者および平成29年3月までに授与される見込みの者
（3）外国において学校教育における16年の課程を修了した者および平成29年3月までに修了見込みの者
（4）文部科学大臣の指定した者（昭和28年文部省告示第5号）
※外国における大学を学歴に関する出願資格とする場合は、事前相談を行うこと。

【英語能力に関する出願資格】
（5）英語能力が次の①～③のうち、いずれか1つの条件を満たす者
　（ただし、いずれも出願時において取得後2年以内に限る。）
　① TOEIC（公開テスト）730点以上
　② 実用英語技能検定　準1級以上
　③ TOEFL（Paper-Based）550点以上、またはTOEFL（Internet-Based）79点以上

学部編入学試験
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選　　抜　　方　　法
学力検査、面接、成績証明書等を総合して判定します。
学力検査は、次の試験を課します。
（1）英語の筆記試験
（2）専門の基礎的内容並びに業績報告書についての口述試験

選　　抜　　方　　法
学力検査・英語（TOEIC 等の成績）・成績証明書・口述試験を総合して選考します。
●学力検査科目

受験を要する科目 出　題　範　囲
化学・生物学の2科目 大学教養程度
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志願者数・受験者数・合格者数・入学者数等（学部・学科別）
（26･27･28年度）

（1）　農学部第3年次編入学試験
区　分

学　科
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 実質倍率

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28
生 物 生 産 学 科

若干名若干名若干名

8 3 1 8 3 1 1 2 0 0 2 0 8.0 1.5 －
応 用 生 物 科 学 科 7 3 5 7 3 4 0 2 0 0 1 0 － 1.5 －
環 境 資 源 科 学 科 1 0 3 1 0 3 0 0 2 0 0 1 － － 1.5
地 域 生 態 シ ス テ ム 学 科 1 3 0 1 3 0 0 1 0 0 1 0 － 3.0 －

学　　部　　計 17 9 9 17 9 8 1 5 2 0 4 1 17.0 1.8 4.0

（2）　工学部第3年次編入学試験
区分

学科
入学定員 募集人員＊ 志願者数 受験者数 合格者数＊ 入学者数＊ 志願倍率 実質倍率

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 試験区分 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

生命工学科 11 11 11

推　薦 4 4 4 7 3 12 7 3 12 7 3 8 7 3 8

2.5 1.8 2.7

1.0 1.0 1.5
学力検査 7 7 7 20 17 17 19 17 17 5 8 4 5 7 1 3.8 2.1 4.3
社会人 若干名若干名若干名 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 － － －
学科計 11 11 11 27 20 30 26 20 30 12 11 12 12 10 9 2.2 1.8 2.5

応 用 分 子
化 学 科 5 5 5

推　薦 2 2 2 2 4 4 2 4 4 2 3 4 2 3 4

2.2 2.0 2.4

1.0 1.3 1.0
学力検査 3 3 3 9 6 8 8 6 8 3 2 2 2 0 1 2.7 3.0 4.0
社会人 若干名若干名若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － －
学科計 5 5 5 11 10 12 10 10 12 5 5 6 4 3 5 2.0 2.0 2.0

有 機 材 料
化 学 科 5 5 5

推　薦 2 2 2 6 4 5 6 4 5 3 3 4 3 3 4

2.8 3.2 2.2

2.0 1.3 1.3
学力検査 3 3 3 8 12 6 8 12 6 4 3 2 4 2 1 2.0 4.0 3.0
社会人 若干名若干名若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － －
学科計 5 5 5 14 16 11 14 16 11 7 6 6 7 5 5 2.0 2.7 1.8

化学システム
工 学 科 5 5 5

推　薦 2 2 2 3 2 6 3 2 6 3 2 4 3 2 4

2.2 2.2 3.0

1.0 1.0 1.5
学力検査 3 3 3 8 9 9 8 9 8 3 3 2 1 1 1 2.7 3.0 4.0
社会人 若干名若干名若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － －
学科計 5 5 5 11 11 15 11 11 14 6 5 6 4 3 5 1.8 2.2 2.3

機械システム
工 学 科 16 16 16

推　薦 8 8 8 15 19 12 14 19 12 10 11 10 10 11 10

2.1 2.8 1.8

1.4 1.7 1.2
学力検査 8 8 8 18 23 17 17 21 16 10 9 10 9 5 8 1.7 2.3 1.6
社会人 若干名若干名若干名 0 2 0 0 2 0 0 1 0 0 1 0 － 2.0 －
学科計 16 16 16 33 44 29 31 42 28 20 21 20 19 17 18 1.6 2.0 1.4

電 気 電 子
工 学 科 20 20 20

推　薦 9 9 9 19 21 17 19 21 17 13 12 8 13 12 8

4.1 3.8 5.4

1.5 1.8 2.1
学力検査 11 11 11 61 53 87 60 51 83 19 15 18 13 10 9 3.2 3.4 4.6
社会人 若干名若干名若干名 1 1 3 1 1 2 0 0 0 0 0 0 － － －
学科計 20 20 20 81 75 107 80 73 102 32 27 26 26 22 17 2.5 2.7 3.9

情報工学科 8 8 8

推　薦 3 3 3 16 9 4 16 9 4 7 7 4 7 7 4

6.8 6.3 5.4

2.3 1.3 1.0
学力検査 5 5 5 38 40 39 37 38 36 8 7 11 3 5 3 4.6 5.4 3.3
社会人 若干名若干名若干名 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 － － －
学科計 8 8 8 54 50 43 53 48 40 15 14 15 10 12 7 3.5 3.4 2.7

学　部　計 70 70 70

推　薦 30 30 30 68 62 60 67 62 60 45 41 42 45 41 42

3.3 3.2 3.5

1.5 1.5 1.4
学力検査 40 40 40 162 160 183 157 154 174 52 47 49 37 30 24 3.0 3.3 3.6
社会人 若干名若干名若干名 1 4 4 1 4 3 0 1 0 0 1 0 － 4.0 －
学部計 70 70 70 231 226 247 225 220 237 97 89 91 82 72 66 2.3 2.5 2.6

（注）①「募集人員」の「学科計」および「学部計」は、募集人数の程度（目安）を示します。
　　 ②「合格者数」、「入学者数」には、第2・3志望を含みます。

（3）　農学部共同獣医学科学士編入学試験
区　分

学　科
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 実質倍率

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28
共 同 獣 医 学 科 若干名若干名若干名 15 9 7 15 9 7 1 0 1 1 0 115.0 － 7.0

平成28年度編入学試験結果

受験者数
合格者数

志願者数
入学定員

受験者数
合格者数

受験者数
合格者数
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編入学関係資料について

募集要項等の請求方法
（1）郵送により請求される場合

○農学部第３年次編入学・共同獣医学科学士編入学（平成29年度入試）
【入手できる資料】
農学部（第3年次編入学・共同獣医学科学士編入学）学生募集要項および過去問題
発送までに数日かかることがありますので、余裕を持って請求してください。

＜請求方法＞
1．ご請求の方は、返信用封筒（角形2号）に180円（速達の場合は500円）の切手をはり付けてください。
2．返信用封筒の表に「ゆうメール」および送付先の郵便番号、住所、氏名を明記し、裏に電話番号、志望学科を明記して
ください。
なお、「ゆうメール」による返信の際、封筒の一部を開封したまま送付しますので、ご了承願います。
3．請求用封筒に返信用封筒を入れ、表のあて名の横に「農学部編入学学生募集要項請求」、「農学部編入学過去問
題請求」、「農学部編入学学生募集要項および農学部編入学過去問題請求」の別を朱書きで明記してください。
4．請求先
東京農工大学府中地区事務部学生支援室教務第二係
住所：〒183-8509 東京都府中市幸町3－5－8

○工学部第3年次編入学
【入手できる資料】
工学部第3年次編入学学生募集要項 
発送までに数日かかることがありますので、余裕を持って請求してください。

＜請求方法＞
1．ご請求の方は、返信用封筒（角形2号）に180円（速達の場合は500円）の切手をはり付けてください。
2．返信用封筒の表に「ゆうメール」および送付先の郵便番号、住所、氏名を明記してください。
なお、「ゆうメール」による返信の際、封筒の一部を開封したまま送付しますので、ご了承願います。
3．請求用封筒に返信用封筒を入れ、表のあて名の横に「工学部編入学学生募集要項請求」と朱書きで明記して
ください。
4．請求先
東京農工大学小金井地区事務部学生支援室入学試験係
住所：〒184-8588 東京都小金井市中町2－24－16

○農学部第3年次編入学・共同獣医学科学士編入学
　　・学生募集要項 （平成29年度入試）
　　・過去問題
○工学部第3年次編入学
　　・学生募集要項 （平成29年度入試）
　　・過去問題　Webで公表しています。
　　　（http://www.tuat.ac.jp/admission/nyushi_hennyu/youkou/index.html）

本学では、次の編入学関係資料を府中地区事務部学生支援室（東京都府中市幸町3-5-8）およ
び小金井地区事務部学生支援室（東京都小金井市中町2-24-16）の窓口等で配付しています。
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（2）窓口で受け取られる場合
○農学部第３年次編入学・共同獣医学科学士編入学（平成29年度入試）
【入手できる資料】
農学部（第3年次編入学、共同獣医学科学士編入学）学生募集要項および過去問題 
月～金曜日（土日・祝日を除く）の8：30～12：00、13：00～17：00に下記の窓口で入手できます。
府中地区事務部学生支援室教務第二係 （TEL：042－367－5546）
住所：東京都府中市幸町3－5－8

○工学部第３年次編入学
【入手できる資料】
工学部第3年次編入学学生募集要項
月～金曜日（土日・祝日を除く）の8：30～12：00、13：00～17：00に下記の窓口で入手できます。
小金井地区事務部学生支援室入学試験係 （TEL：042－388－7014）
住所：東京都小金井市中町2－24－16

（3）テレメールで入手される場合
○工学部第３年次編入学
① インターネット（パソコン・スマートフォン・携帯電話）または自動音声応答電話をご利用ください。

② 資料請求番号（6桁）をプッシュしてください。

資　料　名 資料請求番号

工学部第３年次編入学学生募集要項 582310

※IP電話：一般電話回線からの通話料金は、日本全国どこからでも3分ごとに約12円です。

（050）8601－0101
（24時間受付）

インターネット（パソコン・スマートフォン・携帯電話）の場合

http://telemail.jp

テレメール
I P 電 話※

パソコン・スマートフォン・携帯電話でバーコードを
読み取り、アクセスした場合は、資料請求番号の
入力は不要です。

電　話　の　場　合

③ 後はガイダンスに従って操作してください。料金は、資料が届いたら同封の振込用紙により振り込んでください。
　 受付から2、3日で送付されます。ただし、発送開始までの請求は予約受付となり、発送開始日になりましたら一斉に発送します。
＊資料請求終了時および受付確認メール内で告知される10桁の「受付番号」は、資料到着まで保管しておいてください。
＊料金は、お届けする資料に同封されている支払い方法に従いお支払いください。
＊自動音声応答電話によるご請求の場合、住所、氏名の登録時は、ゆっくり・はっきりとお話ください。登録された音声が
　不鮮明な場合は資料をお届けできないことがあります。



1．試験内容に関すること
<大学入試センター試験>

Q1 大学入試センター試験の外国語において英語を選択
した場合は、リスニングも含まれますか。

　はい、含まれます。

<個別学力検査試験>

Q2 選択科目による有利不利はありますか？

　問題作成の際に難易度を調整し、入試科目の選択によっ
て有利不利が生じないよう細心の注意を払って科目間のバ
ランスを保つようにしています。

Q3 英語の出題範囲の「英語表現Ⅰ・Ⅱ」にリスニン
グは含まれますか？

　出題範囲に「英語表現Ⅰ・Ⅱ」とありますが、本学では機
器を用いたオーラル・テストの形式では実施していません。
それに代えて、会話、スピーチの実践、インタビューなどを
想定した場面での受け答えを筆答の形式で実施します。いわ
ゆる英作文と違うコミュニケーション能力を試します。

2．出願に関すること

Q4 来年3月に通信制高校卒業見込み者で年齢が30歳
以上でも推薦入試の出願資格はありますか。

　8月下旬に発行する「特別入試学生募集要項」に記載の
出願要件に該当すれば出願できます。

Q5 大学への入学資格があればどの選抜試験にも出願
することができますか。

　出願資格は、選抜試験ごとに出願できる者をそれぞれの
募集要項に明示しています。例えば、推薦入試Ⅱでは農学
部は高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）または中
等教育学校の現役生等を対象とし、工学部では高等学校（特
別支援学校の高等部を含む。）または中等教育学校の現役
生と既卒者（1浪まで）等を対象としています。一般入試
の出願資格は、大学に入学できる資格を持つ者すべてに出
願資格を与えています。このように各選抜の各募集単位で
出願できる者を定めていますので、出願資格を確認して出
願してください。

Q6 志願者速報はどこで入手できますか？ 

　東京農工大学ホームページに志願状況を掲載します。ま
た、東京農工大学携帯サイトにも志願状況を掲載します。 
　「東京農工大学サイト」→「入試情報」→
　「一般入試志願状況」から確認できます。

3．受験に関すること

Q7 障害等がある場合、受験や入学後に配慮してもら
えますか？

　受験上もしくは修学上の配慮を必要とする場合は、個別
に対応して配慮をしています。
　出願前に必ず学務部入試課入学試験係にご相談ください。

Q8 追加合格はありますか？

　本学では、過去の入学手続率等を検討しながら合格者を
発表しています。原則として追加合格を出さないようにし
ていますが、入学手続状況によっては追加合格を行うこと
があります。

Q9 二段階選抜はあるのですか。

　農学部、工学部とも二段階選抜をおこなっていません。
大学入試センター試験の成績結果にかかわらず一般入試が
受験できます。

Q10 前期日程と後期日程で東京農工大学の同じ学部、
学科を受けることは可能ですか。

　可能です。前期日程と後期日程にそれぞれ出願してくだ
さい。異なる学部・学科の併願も可能です。

Q11 受験時の宿泊を紹介してもらえますか？

　大学として紹介はしていませんが、大学生協が案内を出
していますので、お問い合わせください。
【お問い合わせ先】
東京農工大学生協
電話：042-366-0762（平日10時00分～14時00分）

Q12 一般入試・特別入試の過去の入試問題は公表され
ていますか。

　前年度の試験問題等を掲載した本冊子（入試情報）を毎
年6月中旬に発行し、学部説明会や進学相談会等で配付す
るとともに、本学ホームページにも過去5年分の入学試験
問題を掲載しています。但し、著作権の関係で掲載を差し
控えているものがあります。
　また、本冊子には前年度の入試結果、倍率、構成比、出
身都道府県等の情報も盛り込まれています。

Q13 編入学試験の過去問は公開されていますか？

　農学部は府中地区学生支援室の窓口および郵送で過去3
年分を配布しております。工学部は本学ホームページ（編
入学－入試情報－：59ページ参照）に過去3年分の入試問
題を公表しています。但し、両学部とも著作権の関係で公
表されていないものもあります。詳しくは各窓口にお問い
合わせください。

Q14 現在、大学を休学中ですが、一般入試を受験する
ことは可能ですか。

　受験資格に該当すれば受験できます。なお、在学する大
学によっては受験を許可しない大学もあるようです。また、
本学入学までに在学している大学を退学する必要がありま
すので注意してください。

◎入試Q&A
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入試Q&A

4．そ　の　他

Q15 入学後に転学部や転学科はできますか？

　転学部・転学科は、本学に1年以上在学することが必要
です。願い出により学科定員の欠員状況、取得科目の成績
および入学試験の成績等を考慮のうえ、選考されます。

Q16 受験・入学時にかかる費用を教えてください。

　平成28年度の学費等は次のとおりですので、参考にし
てください。なお、入学料、授業料は、改訂された場合は
改訂後の金額が適用されます。また、在学中に授業料が改
訂された場合も、改訂後の金額が適用されます。
　入学料、授業料の他に、後援会等その他任意集金するも
のもあります。
　入学検定料：学部生　　　　　　　　　 17,000円
　　　　　　　　学部第3年次・学士編入学　30,000円
　入　学　料：282,000円
　授業料前期分：267,900円（年額535,800円）
　その他（学生教育研究災害障害保険、同窓会・後援会、
　　　　　学生団体、大学生協等）

Q17 入学後、学生生活サポートとして、どのようなも
のがありますか？

　以下を参照ください。

◎学生生活サポート
1．日本学生支援機構奨学金について
　日本学生支援機構では、経済的理由により修学に困難がある
優れた学生に対し、教育を受ける機会を保障し、自立した学生
生活を送れるよう奨学金貸与の事業を行っています。
　本学で出願者の家計の経済状況、学業成績等を選考基準によ
り審査のうえ、適格者を日本学生支援機構へ推薦します。
　選考は人物・健康・学力・家計について基準に照らして行い、
日本学生支援機構の予算の範囲内で採用されることになります
が、採用定員には限りがあるため、必ずしも申請者全員が採用
されるわけではないことをご留意ください。
奨学金の種類 学部学生が対象の貸与月額

（H28年度）
第一種奨学金
（無利息）

自宅通学者30,000円、45,000円か
ら選択
自宅外通学者30,000円、51,000円
から選択

第二種奨学金
（年3％上限とした利息付。
但し、在学中は無利息）

3万・5万・8万・10万・12万円の
いずれかを選択

※第一種奨学金の貸与対象者は、特に優れた学生で経済的理由
により著しく修学困難な学生となります。

※第二種奨学金の貸与対象者は、優れた学生で経済的理由によ
り修学困難な学生となります。

2．入学検定料、入学料および授業料免除について
（1）入学料検定料免除
　本学では、各種入学試験（学部・大学院）において、入学試
験の実施前に災害を受けた場合、主たる家計支持者が災害救助
法適用地域に居住し、地方公共団体が発行する全壊・流失・半
壊の罹災証明書を得られた志願者の入学検定料を免除すること
としています。出願前に災害を受けた場合は、入学検定料を払
い込まず、本学ホームページ上から検定料免除申請書をプリン
トアウトし、必要事項を記入の上、罹災証明書を添付して出願
書類と同時に提出してください。なお、出願時に罹災証明書が
取得できない者は、検定料を払い込んだ上、検定料免除申請書
および納付金返還申出書を提出し、罹災証明書は発行され次第、
提出してください。

　出願後、入学試験の実施前に災害を受けた場合は、所定の期
日までに、検定料免除申請書および納付金返還申出書に罹災証
明書を添付して提出してください。
　なお、提出期限等詳細については、事前に学務部入試課入学
試験係にご相談ください。
（2）入学料免除
学部学生が対象となる事由
ア 経済的理由によって納付が困難であり、かつ、学業優秀と
認められる場合

イ 入学前1年以内に学部に入学する者の主たる家計支持者が
死亡し、または学生本人もしくは主たる家計支持者が風水
害等の災害を受けたことにより入学料の納入が困難な場合

ウ 上記ア・イに準ずる場合であって、学長が相当と認める事
由がある場合

（3）授業料免除
学部学生が対象となる事由
ア 経済的理由によって納付が困難であり、かつ、学業優秀と
認められる場合

イ 入学前1年以内（在学生は納付期限の半年以内）に、主た
る家計支持者が死亡し、または学生もしくは主たる家計支
持者が風水害等の災害を受けたことにより、授業料の納入
が著しく困難な者

ウ 上記イに準ずる場合であって、学長が相当と認める事由が
ある場合

3．入学料および授業料の徴収猶予について
（1）入学料徴収猶予
学部学生が対象となる事由
ア 経済的理由により納付期限までに納付が困難であり、かつ、
学業優秀と認められる場合

イ 入学前1年以内において、入学する者の主たる家計支持者
が死亡し、または入学する者若しくは主たる家計支持者が
風水害等の災害を受け、納付期限までに納付が困難である
と認められる場合

ウ 上記イに準ずる場合であって、学長が相当と認める事由が
ある場合

（2）授業料徴収猶予
学部学生が対象となる事由
ア 経済的理由により納付期限までに納付が困難であり、かつ、
学業優秀と認められる場合

イ 当該学生が行方不明となった場合
ウ 学生または主たる家計支持者が災害を受け、納付が困難で
あると認められる場合

エ その他やむを得ない事情があると認められる場合

4．学生寮（男子寮・女子寮）について
　本学では、学生の良好な生活と勉学の環境を提供するため、
学生寮を設置しています。小金井キャンパス隣接地には、欅寮
（男子寮）および桜寮（女子寮）が、府中キャンパス隣接地には、
楓寮（女子寮）が設置されており、欅寮と楓寮は、日本人学生
と留学生の混住となっています。
　申請資格は、日本人学生については経済的困窮度が高く、か
つ遠隔地のため自宅からの通学が困難な者が対象で、留学生に
ついては経済的に困窮度が高い者が対象となります。
学生
寮名

入寮
対象者 定員

寄宿寮
月額

部屋の
規格 設備 所在地

欅寮 男子
学生 200名 30,000円 個室 バス・トイレ・ミニ

キッチン付き
小金井市中町
2-24-16
小金井キャンパス内

桜寮 女子
学生 18名 30,000円 個室 バス・トイレ・ミニ

キッチン付き
小金井市中町
2-24-16
小金井キャンパス内

楓寮 女子
学生 48名 4,300円 個室 共同風呂・共同トイ

レ・共同キッチン
府中市幸町2-41
農学部隣接地
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Q18 卒業までに取得できる資格はありますか？

各学科によって異なります。以下を参照ください。

◎取得できる資格等
学部 学科 教育職員免許状 その他資格

農学部

生物生産学科

中学校教諭1種免許状（理科）
高等学校教諭1種免許状（理科・農業）

博物館学芸員資格

応用生物科学科
博物館学芸員資格
食品衛生監視員
食品衛生管理者

環境資源科学科 博物館学芸員資格
自然体験活動指導者

地域生態システム学科

博物館学芸員資格
測量士補資格
樹木医補資格
森林情報士2級
環境再生医初級資格
自然再生士補資格
自然体験活動指導者

共同獣医学科

獣医師国家試験受験資格
博物館学芸員資格
食品衛生監視員
食品衛生管理者
環境衛生監視員
飼料製造管理者

工学部

生命工学科

中学校教諭1種免許状（理科）
高等学校教諭1種免許状（理科）

博物館学芸員資格
応用分子化学科
有機材料化学科
化学システム工学科
機械システム工学科

電気電子工学科 博物館学芸員資格
電気主任技術者

物理システム工学科 中学校教諭1種免許状（数学・理科）
高等学校教諭1種免許状（数学・理科） 博物館学芸員資格

情報工学科 中学校教諭1種免許状（数学）
高等学校教諭1種免許状（数学・情報）

Q19 各学科の在籍学生数はどのくらいですか？

以下を参照ください。

■学部 平成28年4月1日現在

入学
定員

第3年次
編入学定員

1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次 計
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

農　学　部 300 166 150 316 150 167 317 164 161 325 199 161 360 17 25 42 19 26 45 715 690 1,405
生 物 生 産 学 科 57 31 30 61 30 30 60 29 33 62 43 26 69 133 119 252
応 用 生 物 科 学 科 71 31 45 76 35 40 75 33 42 75 40 41 81 139 168 307
環 境 資 源 科 学 科 61 37 24 61 30 33 63 37 30 67 41 33 74 145 120 265
地域生態システム学科 76 49 30 79 43 38 81 45 38 83 58 38 96 195 144 339

※獣 医 学 科 0 2 2 19 26 45 19 28 47
共 同 獣 医 学 科 35 18 21 39 12 26 38 20 18 38 17 23 40 17 23 40 84 111 195

工　学　部 521 70 420 130 550 430 123 553 458 141 599 572 138 710 1,880 532 2,412
生 命 工 学 科 77 11 34 43 77 48 33 81 48 43 91 50 44 94 180 163 343
応 用 分 子 化 学 科 46 5 28 21 49 27 18 45 37 16 53 38 21 59 130 76 206
有 機 材 料 化 学 科 41 5 27 18 45 30 14 44 29 19 48 36 16 52 122 67 189
化学システム工学科 35 5 29 9 38 23 11 34 28 16 44 31 11 42 111 47 158
機械システム工学科 116 16 116 11 127 111 11 122 124 16 140 155 14 169 506 52 558
物理システム工学科 56 49 11 60 45 15 60 44 8 52 62 11 73 200 45 245
電 気 電 子 工 学 科 88 20 80 10 90 95 11 106 94 7 101 117 11 128 386 39 425
情 報 工 学 科 62 8 57 7 64 51 10 61 54 16 70 83 10 93 245 43 288

合　　計 821 70 586 280 866 580 290 870 622 302 924 771 299 1,070 17 25 42 19 26 45 2,595 1,222 3,817
※「獣医学科」は平成24年度から「共同獣医学科」に改組されました。

A
18

A
19

63







■ 農学部説明会
日　程 時　間 対応学科

環境資源科学科

応用生物科学科

共同獣医学科

生物生産学科
地域生態システム学科

8月5日（金）

8月8日（月）

8月9日（火）

8月10日（水）

10：00～12：30
14：00～16：30
10：00～12：30
14：00～16：30
10：00～12：30
14：00～16：30
10：00～12：30
14：00～16：30

時　間

10：00～13：00
14：00～17：00

14：00～17：00

10：00～13：00
14：00～17：00

　　未　定

■ 工学部説明会
開　催　日 学　科　名

機械システム工学科
物理システム工学科
電気電子工学科
情報工学科

生命工学科

応用分子化学科
有機材料化学科
化学システム工学科

生命工学科
応用分子化学科
有機材料化学科
化学システム工学科
機械システム工学科
物理システム工学科
電気電子工学科
情報工学科

8月4日（木）

8月5日（金）

11月12日（土）

■ キャンパスツアー・キャンパス体験

■ 学園祭

農学部

工学部

7/9、7/16、7/23、7/26、7/30
・学科別キャンパスツアー（10：00～）
・模擬授業（13：30～）
※学科により開催日が異なるため、Webサイトから確認してください

6/11　（10：00～16：30）

農学部申し込み先
本学Webサイトからの申し込み
http://www.tuat.ac.jp/admission/
opencampus/index.html

11月11日（金）12日（土）13日（日）

農学部問い合わせ先 工学部申し込み先 工学部問い合わせ先
農学部広報担当
E-mail  a-koho@cc.tuat.ac.jp

本学Ｗｅｂサイトからの申し込み
http://www.tuat.ac.jp/admission/
opencampus/index.html

工学部総務室
☎（042）388-7003
E-mail  k-koho@cc.tuat.ac.jp

学務部入試課

JR中央線東小金井駅下車、南口徒歩約8分、
nonowa口徒歩約6分
JR中央線武蔵小金井駅下車、南口徒歩約20分



一般入試後期日程（個別学力検査）

一般入試前期日程（個別学力検査）
特別入試（帰国子女（農学部）および

社会人（理科と英語のみ出題））

英　語（K）
物　理（K）（工学部）
化　学（K）（工学部）
数　学（K）（工学部）

■ 私費外国人留学生
　 学力検査（日本語）

平成28年度入学試験正解または解答例

物　理（Z）
化　学（Z）
生　物
英　語（Z）
数　学（Z）

記述式の問題については、解答例を示してあります。この解答例は、解答の一例です。
ここに示された解答例の他にも、いろいろな表現の仕方、記述の仕方がありえます。

入試科目別配点

特別入試
（帰国子女（農学部）および社会人は上記①のとおり）

①

②

③





平成28年度入試科目別配点について
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①一般入試前期日程（個別学力検査）
　特別入試（帰国子女（農学部）および

　社会人（理科と英語のみ出題））
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[1]  
 A.  horizontal   B.  20 
 C.  twice  /  double  D.  by 
 

[2]  1.  slight   2.  peak 
 3.  declined   4.  competition 
 5.  gradually   6.  Consequently 
 7.  caused   8.  difference 
 

[3] (a)  2  (b)  3 
 

[4] 
There are two important factors I always consider before buying a new 
smartphone. First, I prefer a smartphone with a high internet 
connection speed, as it allows easy access to many sites. Moreover, I 
would like it to have a high resolution camera to be able to take 
beautiful pictures.  
(50 words) 
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doing well in courses 
getting the right answers on tests  
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r = 4

4

1 q =
1

p

2 C1 : y = log x+2
dy

dx
=

1

x
C1 (p, log p+2)

y =
1

p
(x−p)+log p+2 �1 : y =

1

p
x+log p+1

q (q,− log q) C2

y = −1

q
(x− q)− log q = −1

q
x− log q + 1 �1 �2 1

q =
1

p
�2 �2 : y = −px+ log p+ 1

y = −px+ log p+ 1

3 �1 �2 R (0, log p + 1) Q

(
1

p
, log p

)
PR

=
√

p2 + 1 QR =

√
1

p2
+ 1

√
3 = tan∠RPQ =

QR

PR
=

1

p

p =

√
3

3
PQ y = −√

3(x−√
3)− 1

2
log 3

C1 C2

(
1

e
, 1

)
S

S1 =

∫ √
3
3

1
e

{log x+ 2− (− log x)}dx

S2 =

∫ √
3

√
3
3

{
−
√
3(x−

√
3)− 1

2
log 3− (− log x)

}
dx

S = S1 + S2

S1 = 2

∫ √
3

3

1
e

(log x+ 1)dx = 2
[
x log x

]√
3
3

1
e

= −
√
3

3
log 3 +

2

e

S2 =

∫ √
3

√
3
3

(
log x+ 1−

√
3x+ 2− 1

2
log 3

)
dx

=

[
x log x−

√
3

2
x2 +

(
2− 1

2
log 3

)
x

]√
3

√
3

3

=

√
3

3
log 3

S = S1 + S2 =
2

e

S =
2

e

6



 

[1]

 

[2] This is how things are 

[3]  

[4]

43  

[5] what we are, where we came from, and even what we can be and should be 

[6]  

 

  

 

[1] The rise of the Pacific 

[2] 3 

[3] 2, 3  

[4]  

(A)  

(B)  

[5] 3, 5, 6  

 

  

 

(Sample Answer)  

I prefer to spend time with friends face-to-face. One reason is that face-to-face communication is 

quicker because talking directly is quicker than writing. Another reason is that face-to-face 

communication is deeper. For example, when you see someone’s face, you can understand their 

emotions clearly. (44 words) 

 

 

 

 

[1]  

A. 11 B. 9 C. 4 D. 2 E. 1 F. 5 

[2]  

  (a) 2 (b) 4 (c) 1 

[3] 

  2, 7, 8  

[4] 

  has changed the way we use / is changing the meaning of /  
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②一般入試後期日程（個別学力検査）



L=  

0 5 10
x m

5 

10 
y m

0 t x x x v0t

t y y y

x y t v0 y =

y y =

(H-a)g Pa

S1 y kg 1/2 S1 yv0
2 J  

S1 y g (H-a) J   m/s

m  

0

5

10

0 5 10

G  

 G  

L L=H

a= m L = H m

(a=5 m)
(a=8 m)

B PBA m

m

3 

3 

(1.5 , 0) 5

(b) 

x = 0 m 0

y = 0 /2, , 3 /2. 2 5 O P 3  

(5) y = 2 x > 0

x > 0 m 1, 2, 3 3

3

2 

( , ) (1.2 , 1.6 ) 

rad m/s N

0V/m V V

s V Wb

  

V

J/s

    1
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r

 

 

 

 

          

   

 

 

    

 

 

 

   

1 2
X Y Z

Cu(OH)2Cu2+ Zn2+ Ca2+

3

Cu(OH)2 CuO H2O

4

Cu(OH)2 4NH3 Cu(NH3)4
2+ 2OH ( )

5 1

FeS 2HCl FeCl2 H2S

2 3
H2S H+ + HS
HS H+ + S2 2.06×10-1 mol/L

4

5

+4 0

6 1

CaCO3 CaO CO2

2

Ca(OH)2 CO2 CaCO3 H2O

3
C O

4

CaCO3 2 H2O CO2
HCl HCl HCl

2 × 1.0 g / 100.1 g/mol 1.0 mol/L × 20 mL / 1000 mL/L x mol/L × 50 mL / 1000 mL/L

x = 0.80 mol/L
8.0×10-1 mol/L

20 

40 

20 

40 

60 

75 

60 

 
 

 

 
1 1 1  

Kb C 2  

 
 
NH4Cl HCl HCl pH

pH 2.0 [H+] 0.01 mol/L HCl 0.01 mol/L C
HCl x  

 

 

 
 

 
 
pH= log10[H+] log10(1.0 10-14) log10(2.6 10-3) 11.41 
 

 

 

NH3  
[NH3] 0.02 mol/200 mL 0.1 mol/L NH3  
[NH4-] 0.02 mol/200 mL 0.1 mol/L NH4Cl  
NH4- [OH-] 1.7 10-5 mol/L, pH 14 4.77 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( ) 
NH4Cl 

( ) 
NH4

+ 
( ) 

Cl- 

0.7 

 

6.5 10-3 

( ) 

216 mL 

( ) 
NH3 

( ) 
 

( ) 
H3O+ 

 

11.4 

 

9.2 

( ) 
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A  

 

B  

 

C  

 

D  

 

D E  

   
F  

 

 

G  

 

 H

 

A

  C8H10O 

C
O

ONa

CH3

C

CH3

O
H C

O

O

CH3

C
O

O Na

CH3

HC

I

I

I

CH2

CH3

OH

CH

OH

CH3
*

O

CH3

CH3

CH2CH3

OH

 
342 0.342g 1.0 10-3 mol  
34 27.2mg 8.0 10-4 mol  

(b) 1 1  
8.0 10-4 mol  

1  
 

8.0 10-4 /1.0 10-3 100 80  
  

  

S-S

-S-S-  

 

       

 

iii  

       

      

1

1 (1) 3 O, P, Q C (g, h) CO = CP = CQ

g2 + h2 = (g − 2)2 + (h− a)2 = (g − 1)2 + (h− b)2

g2 + h2{
4g + 2ah = a2 + 4
2g + 2bh = b2 + 1

3 O, P, Q a �= 2b 2

g C y h h =
a2 − 2b2 + 2

2(a− 2b)

h =
a2 − 2b2 + 2

2(a− 2b)

(2) (1) y

a > 2b b2 − a2

2
> 1

a < 2b b2 − a2

2
< 1

2 (1) 3 O, P, Q , 1 (1) O, P, Q
C C O, P, Q

2 3 O, P, Q
O, P, Q 3 O, P, Q

O, P, Q a �= 2b

a, b 1 � a � 6, 1 � b � 6 (a, b) 36 a = 2b

(a, b) = (2, 1), (4, 2), (6, 3) 3 1− 3

36
=

11

12

11

12

(2) 1 (2) (a, b) (a, b)=(1, 1),

(3, 2), (5, 3), (6, 4) 4
4

36
=

1

9

1

9

2

1 log et − x t = log x
f(x)

• x � eu

f(x) =

∫ u

0

(x− et)dt =
[
xt− et

]u
0
= ux− eu + 1

• 1 � x < eu

f(x) =

∫ log x

0

(x− et)dt+

∫ u

log x

(et − x)dt =
[
xt− et

]log x
0

+
[
et − xt

]u
log x

= 2x log x− (u+ 2)x+ eu + 1

u = 3 e < eu = e3 < e4 f(e) = e3−3e+1 f(e4) = 3e4−e3+1

f(e) = e3 − 3e+ 1 , f(e4) = 3e4 − e3 + 1

2

f(x) =

{
2x log x− (u+ 2)x+ eu + 1 (1 � x < eu)
ux− eu + 1 (x � eu)

1 � x < eu f ′(x) = 2 log x− u f ′(e
u
2 ) = 0

x � eu f(x) u > 0 1 f(x)

x 1 · · · · · · e
u
2 · · · · · · eu · · · · · ·

f ′(x) − 0 + + +

f(x) eu−u−1 ↘
(e

u
2 − 1)2

↗ ueu−eu+1 ↗

f(x) x = e
u
2 f(e

u
2 ) = eu−2e

u
2 +1 = (e

u
2 −1)2

m(u) =
(
e

u
2 − 1

)2
m(u) =

(
e

u
2 − 1

)2
3 2 m(2u) = αm(u) (eu − 1)2 = α(e

u
2 − 1)2

(e
u
2 − 1)2 > 0

α =
(eu − 1)2

(e
u
2 − 1)2

=
(
e

u
2 + 1

)2
u > 0 α

α > (e
0
2 + 1)2 = 4

√
α− 1 = e

u
2 u = 2 log(

√
α− 1)

α > 4 , u = 2 log(
√
α− 1)

10
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③特別入試（私費外国人留学生）
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